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                緒    百

 えぞまつゼとどま?漉 濡天然林ハ、iY _/  於ケル天然林中、面積並蓄積二於テ主要ナル地位ヲ

占 ムルモ ノデア リ、殊 二其 ノ資源愛護 ノ叫 バ レツツアル今 日 二於 テハ、之 ガ取扱方 ニツキ各方面

ヨ リ研究 ノ要 アル ヲ痛感 スル ノデアル。

                               (1)           (2)          (3)

 既 二、樺太 二於 ヶル之 ガ研究業績 ノ獲表 セ ラレタル モ ノノ中、 中村博士、植村 博士及 田畑技 師

ニ ヨル3'C献 ハ 、從來不明 ナ リシ樺 太天然林 ノ更生歌態 ヲ明 力 ニシ、施業方法 二論究 セ ラレテ學 界

二稗釜 スル所 勘 クナイ。併 シナガ ラ、 中村 博士 ノ論丈 ハ主 トシテ樺 太南 部 タル榮濱村 二在ル東 京

帝 國大學農學部演 習林 二於 テ、植村 博士 ノソレハ邦領樺太北部 、保恵 二在 ル九州帝國大學農學部

演 習林 二於 テ調査 セ ラレタモ ノデアル。亦、 田畑技師 ハ邦領樺 太 ノ北部 ト南部 トノ森林 二就 テ述

ベ ラレテヰル ガ、南方 二於 テ調査 セラ レタモ ノガ多イヤウニ見受 ヶラレル。

 えぞまつ、 とどまつ 混濡 天然林ハ、緯 度 ニヨリ、立 地 ニヨツテ樹 種混濡歌 態 ソノ他 更生状態 ヲ

異 ニスル故、夫 々二適S'uCスル 施業法 ノ考究 モ亦必要 デア リ、敷 香郡泊岸村 及亜屯 二所 在 ノ京都帝

國大學農學部演習林 二於 テモ之 ガ研究 ヲ績行中 デアル1

   泊 岸 地方 ニア リアハ、 えぞ まつ ハ大径木 二富 ミ、稚 樹モ亦相 當多歎 二存立 スル コ ト等、甫

  方 トソ ノ趣 ヲ異 ニスル モ ノデ アツテ、之 ガ詳細 ハ山崎學 士著 「樺 太原生 林 二於 ケルえぞまつ、

  と ど まっ 混瀟 状態 ノ研究」京大演習 林報告第9號 及拙著 「植生型 ヨリ見 タル樺 太天然林 ノ研

  究 」 同主報 告第6號 二明 力 ニシ ク所 デ アル。

 本 學 樺太演習林 二於 テ施業 ヲ始 メクル ハ大正五 年度 ヂ アルガ、大 正五～六 年度伐探跡地 ハ、幸

ニシテ火 災 ヲ免 レテ今 日マデ比較的良好 ナル更新状態 ヲ績 ケテヰル ノTア ル。 ソ ノ中 ノ大部 分 ヲ

占 ムル地味良好 ナルえぞまつ、 とどまつ天然林伐探跡地 ニツキ、 昭和 六年度 ヨ リ調査 シ始 メ今 モ

調査織績 中デアル ガ、多少 信ズベキ成果 ヲ得 タル ヲ以 テー一・先 ヅ藪 二磯表 セン トスルモ ノデアノし。

尤 モ當時 ハ未 ダ各種 ノ作業種 ニヨル試験 二着手 シテヰ ナカ ツタタ メ、 ソノ比較 ニヨ リテ最適 ノ施

業 方注 ヲ決定 スル コ トハ出來 ナイガ、伐探後 可ナ リ長期 二亘 ル成績 ヲ得 タル コ トヲ柳 力取 リ得 ト

シテ敢 テ拙 文 ヲ取纏 メタ次 第 デアル。

(1) 中村賢太郎:樺 太1こ於けろトドマツ、エゾマツ天然林に關する研究、東大演習林報告、第12號 、昭X115

(2)植 村恒三郎:エ ゾマツ、トドマツの天然更新に就て、林學會雑誌、第11',第9號 、昭和4年

        邦領樺太北部原生林r_於 け ろエゾマツ、 トドマツのm及 根系に關する研究、九 人演習休

        報告、第2號 、昭和7年

(3) 田畑司門治:樺 太森林天然更新の大勢ε其取扱上の注意、樺太山林會報、第23號 、昭和9年



a

 絡 リニ、本調査 二當 リテハ佐藤教授及故市河教授 ヨリ色々御教示ヲ賜バ リ荷、之ガ取纒 メ及稜

表 ニツイテハ沼田教授 ヨリ特 二御高配 ヲ賜ハ リクル ヲ以テ、藪 二謹 ンヂ深謝 ノ意 ヲ表スルモ ノデ

アル。尚、調査 二當 リテ助力ヲ與ヘラレタル樺太演習林 ノ職員各位 二謝意ヲ表シタイ。
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          第一章 調査地並其附近ノ概況

 調査地 ヲ含 ムー・帯ハ、古丹岸川下流域 二位スル楠山 ト粥スル地域 ノー團地 ヲ占メテヰル。主 ト

シテ洪積暦及沖積暦二属シ、地勢概シテ挙坦デアリ、海面高ハ30～40mデ アル。

 指示植物 トシテハ先ヅお くやましだ、こみやまかたばみ ヲ畢 ゲルコトガ出來帥、地味肥沃ナル

所 二富 ンデヰル ノデアル。えぞ くろ うすご、おほばすのき生ヒ繁 レル地味瘡薄地ハ極 メテ僅ヵ二

介在 スルニ過ギナイ。

 何 レモえぞまっ、とどまつ混滑天然林ヂアツタ所 ヲ、大正五N六 年度二伐探シタモ ノデアルガ、

淺存稚樹 ノ生長 ニヨツテ伐探後二於テモ依然 トシテえぞまつ、とどまっヲ主 トスル林相ガ保タレ、

尚更新状態モ概シテ良好デアル。伐採方法、淺存木 ノ生長歌態 ソノ他二關シテハ、項 ヲ改メテ逡

次説明スルコトトスル。

   調査地ハ、主 トシテ指示植物お くやましだ、 こみやまかたばみナル地域 二於 テ選定シタモ

  ノデアル。樹、本地域 中ニハ、後述 ノ如 ク極 メテ弱度 ノ伐探部分及之 二反シ小径木マデモ伐

  操セラレタ皆伐部分等 ヲ存 スル ノデアツテ、之ガ調査ハ別箇二行 ヒテ参考 ノタメニ附記スル

  コ トトシタ。特 二註記 スルコトナク論ズル場合ハ、斯 クノ如キ特殊 ノ部分 ヲ除キ、一般 的ナ

  ル強度伐採地中略 々標準 ト思ハルル箇所 ニツキ調査セル結果 ヲ示スモノデアル。

          第二章 地 床 植 物 ノ 攣 遷

 調 査 地域 二於 ケル伐探前帥天然林 二於 ケル地床瓶態 ハ、 當時伐探 二從事 セシ者 ノ言 二徴 スレバ、

大部 分お くやま しだ、 こみや まかたばみ ヲ指示植 物 トスル モノヂア ツテ、Dryopteris typeヲ 呈( )

シ テヰ タヤゥ ニ思 ハvル 。省、 ソノ當時 ノ地床状態及伐探後 二於 ケル攣遷 ニ ツィテハ、現況 ニ ヨ

ツテモ解 スル コ トガ出來ル。

 地 味肥沃 ナル地域 中、一般的 ナル可ナ リ強度 ノ伐探地 ニア リテハ、地床植物 トシテハお くやま

しだ最モ ヨク生 ヒ繁 リ、之 二こみや まか だば み、 りんね さう、 ごぜんた ちば な、すぎかづ ら、お

ほまひつる さう等俘生 シ、 えぞ くろ うす ご等 ノ灌木 ハ僅 カ ニ混生スル ニ過ギ ナィ。蘇類 トシテハ

たちはひ ごけ、いはだれ ごけ、おほふ さごけ等乾地性 ノモ ノニョツテ占 メラレテヰル。之等伐探

*拙 著3植 生型ヨリ見 タル樺太天然林 ノ研究、京大演習林報告、第6號
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跡 地 ノ歌勢 ヲDryopteris typeヲ 呈 スル現存天然 林 二比 スル ニ、お くや ましだ、 りんね さ う等 ノ

ヨ リ多 ク繁茂 スル位 ノ程度ヂア ツテ、地床植物 ノ種類 ニハ攣化 ヲ認 メラレナ イ。街 、伐採地域 内

二鮎在 スル極 メテ弱度 ノ伐探部 分 ニハ、現存 天然林 ト殆 ド攣 ラヌ地床状態ガ現 ハレテヰル。併 シ

ナガ ラ、極 メテ局部的 ナル モ所 々 二介在 スル皆 伐的 ナル著 シキ疎 開部分 ニハ、 えぞい ちご、いは

の が りやす、やな ぎらん等一・面 二密生 シ(罵 眞第八 圖)尚 、す げ類 、まひつるさ う、 ごぜんた ち

ば な、えそむ らさきにがな、 きつ りふ ね、 えぞ には とこ、た ちまんねんすぎ等 混生スル モ、仔細

ニソノ下方 ヲ槍 スvバ 、僅 カ ノ間隙 二所 々お くやま しだ、 こみや まかたばみ ノ生存 スル ノヲ認 メ

ラルル ノデアツテ、Dryopteris typeノ 片 影 ヲ止 メテヰル。

 以 上 ニヨツテ本地帯 ノ大部分 ハ伐探 以前 二於 テお くや ま しだ、 こみやまか たば み ヲ指示植物 ト

スルDryopteris typeナ リシコ トヲ知 ル ノデアル。

 斯 クノ如キ歌態及最近 ノ伐採跡地 ノ観察、調査 ニョリ、カカル地味 ノ天然林伐探後 二於ケル地

床植物 ノ攣遽 ヲ考 フル ニ、

 伐 探 ノ極 メテ弱度 ノ場合ハ、地床 歌態 二著 シキ攣遷 ヲ來 サナ イガ、伐探 ガ梢張度 トナラバ、 ソ

コ ニ存 スル地床植物 ハ 日當 リ良好 ナル部分 二於 テハ著 シク繁茂 スルヤ ウニナ リ、就 中指示植物 タ

ルお くや ましだ ノ増殖ガ 目立 ツテ クル ノヂアル。カ カル時 ニハ蘇類 ハ幾分減退 スル モ際未 ダ他 ノ

異 ナル植物 ノ侵入 ヲ許サ ナイ。伐探 ガ更 ニソノ度 ヲ過 ギ皆 伐歌態 トナ ラバ、 ソノ翌年 ニハ既 二え

ぞ いち ご、 いはのが りや す、や なぎ らん等ガ侵入シ始 メ、数年後 ニハ之等 ハ著 シ ク生 ヒ繁 リテ地

面 一面 二廣 ガル ヤウニナル。 カ クナ ラバ、天然林 ノ指示植物 ハ嚢 退 シ、蘇類 ノ如 キハ殆 ドソノ影

ヲ湊 スルモ ノデアル。

 伐 採 後 二於 ケル林分 ノ更新歌態 ハ、指示植物ガ えぞい ちご等 ノ如 キ雑草 ニ ヨリ妨 ゲ ラレテ衰退

シ タ場合 二最 モ不良 トナルモ ノデアル。伐探歩合 トソノ後 二於 ヶル地床植物 ノ攣遜 及林分 ノ更新

iU トノ關 係 ヲ究 メ゚ル コ トハ、洵 二興味 アルモ ノ ト思 フ ノデ アル ガ、本問題 ニツイテハ調査 中 二

薦 スル ヲ以 テ、他 日之 ヲ獲表 スル コ トトシ、蕪 ニハ以上 ノ如 キ棚況 ヲ読明 ス)1二 止 メテオ ク。

          第三章 伐 探 二關 ス ル 調 査

             第一 節 伐 探  方 法

 伐深ハ當時胸高直径6寸 以上 ノ利用木( )皆伐ヲ目標 トシテ行ハレタモノデアル。而シテ當地方 ノ

*常 時利用セラレタルハ、健全無傷木及腐朽率3～5歩 以内ノモノTア ルo
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天然林ハ後織樹就中稚樹 二富 ンヂヰル ノヂアツテ、後織樹 ノ出揃ヘルガ如キ所 ヲ伐探 スルコ トr

ナル ノデアル。

   當時モ現在 ト同檬 二冬季積雪中二伐探セラレクモ ノデアルガ、當時ハ交通極 メテ不便ナ時

  代デアツテ粗放ナ作業タル ヲ冤 レズ、伐根等モ可ナ リ高 クナツテヰル。

   以下、大正五年度伐採 トアルハ、大正五年十一月頃 ヨリ大正六年三月頃マデ ノ伐探 ヲ指ス

  モ ノヂアル。

            第 二 節 伐 採量 、伐 採率並残 存 木

 1.調 査 方 法

 本調査地 ノ伐探當時即、大正五～六年度 ノ頃 二於ケル詳細 ナル記録 ヲ鉄 イテヰル故、藪 ニハ次

ノ如 キ調査方法 ニヨリ伐探量並伐探率 ヲ算定シタノデアルガ、假 リニ僅少ノ誤差ア リトスルモ、

實用的考察 ニハ支障ナキ程度 ト思ハルル故 二本調査ニハ其 レヲ用フルコトトスル。

伐探量 ノ算定 二當 リテハ、先ヅ伐探前 ノ天然林 二於ケル穫級別本数並材積 ヲ知ル必要アルガ、共

Lハ 伐探木重 二當時淺存 ノ生立木 ゜_ヲ以テ推知 スルコ トトスル。

 (a)伐 探木  往時 二於 テハ伐根 ノ位置高キモ尚胸高以下 ナルモノ多キヲ以テ、伐根毎 二地

上30cmノ 位置 二於テ最長、最短二方面 ノ準均直径 ヲ測定シ、後之 ヲ胸高直径 二換算スル コトト

シタ ノデアル。薮 二地上 トハ樹幹基部即、第一支根 ノ上邊部 ヲ云フモ ノデアル。一般 二えぞまっ

ハとどまつ ト異ナリ著 シク根上 リトナレルモ ノ多久 軍二地表面 ヲ基鮎 トスレバ樹幹基部 トハ無

關係ナル激値 トナル ノ虞ガアル。胸高直径ヘノ換算ニハ、調査地 ト同地位、同林型 ト目セラルル

天然林、下楠第‐'u'n_及下内藏第一匠 二於 ケル調査表(附 第一・表)ヲ 用 ヒタノデアル。

                          (i)      (=〉

   胸 高 部 ト其以 下 トノ直径比較 二關 シテハh既 二中村 博士及中島博士 ノ稜表 ア レ ドモ、爾者

  トモ地位 ノ記載 ナ ク尚後者ハ えぞ まつ、 とどまつ ヲ合計 セル藪値 デアノし。併 シ當地方天然林

  二於 テハ根 張 リノilly況ハ、樹種並 二地位 ニヨリ丁異 ナル。 Gn、 え ぞまつ ハとどまっ ヨリモ根

  張 リ張 ク、亦附第一表 ニ ヨリテモ明カ ナルガ如 ク地味肥沃 ナル地 二於 テハ痔地 ヨ リモ完満材

  二富 ム ノヲ常 トスル ノデアル 。故 二袋 二於 テハ軍 二當演 習林 二於 ヶル調査表 ノ ミヲ参照 スル

  コ ト トシク。

 (b)残 存 木(残 存生立木) 伐 探 當時 ノ淺存生立木 中 ニハ、現 在モ尚生立 セルモ ノ ト、伐採

(1) 811村賢太郎:ト ドマツ、エゾマツ天然林二闘スル研究、東大演脅林報告、第12號 、170頁

(2) 中島 廣吉:目 通以下各異ノ高サニ於ケル樹幹直径具就テ、林學會難誌、第35號 、38頁
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當 時 生立木 タ リシモ爾後現 在マデ ニ枯死 セルモ ノトノニ種 アル ガ、之等 二就 テハ伐探 當時 二遡 リ

クル直径 ヲ求 メル必要ガ アル。

 前 者帥、現存生立木 二關 シテハ、第八調査匠(第 二表)二 於 テハ、一 々生長錐( )ニヨ ツテ得 タル

資料 ニヨ リ伐探年度 ヨリ現 在マデ ノ総直径生長量 ヲ求 メ、之 ヲ輪 尺 ニヨツテ同時 二測定 セル現 直

脛 ヨリ夫 々差引 キテ算 出シ タルモ ノヂア ツテ、伐探時 ノ直径 トシテハ正確 ナル数値 ヲ示 スモ ノ ト

云 ヘヤウ。他 ノ調査地 ニツィテハ該 生長量調査 ノ結果 ヲ参酌 シ、之 ト現 在直径 トヨ リ算 出シ タモ

ノヂ アル。

 次 二伐探當時 二生立木 タ リシモ爾後枯木 トナ リシモ ノニ就 テハ、便宜現存枯木 中、枯立木 ト枯

倒木 トニ分 チテ考察 スル コ トトスル。先 ヅ伐探後 二生 ジタル枯立木 二就 テハ、現存枯立 木 中 ヨ リ・

腐朽 ノ進 メル モ ノヲ除 キ所 謂未朽枯立 木ヲ當 テル コ トガ 出來ル デア ラウ。伐探時既 二枯立木 タ リ

シモ ノハ主林木伐採 ノ際 二伐倒木 ト共 二倒 レルモ ノ多 久 假 リニ倒 レズシテ現在マデ枯立 スル ト

シテモ伐採後17～18年 ヲ経 過 スル今H二 於 テハ、腐朽度ハ可 ナ リ進 メルモ ノ ト解セ ラルル ノデア

ル。次 二枯倒 木中、伐探 後 二生 ゼシ枯木 ハ、 ソ ノ判定困難ナルモ未朽 ニシテ且 伐根 叉ハ伐倒 木 ノ

上方 二横 ハルモ ノヲ當テ タ ノヂアル。之等枯木 ノ伐採時 二於 ケル直径 二關シテハ、伐探後平均5

ケ年 間生存 スルモ ノトノ假定 ノモ トニ、 ソノ年平均生長量2mmト シ テ1cmヲ 現 直fヨ リ減 ジ

タ ノデアル。

 伐 探 木、淺存木共 二材積算定 二關 シテへ 他 ノ天然林 トノ比較 二便 スル タ メ拙著 「植生型 ヨ リ

見タル樺太天然林 ノ研究」 ノ末尾 二揚 ゲ タル材積表 ヲ用 ヒタ ノデアル。

 斯 クノ如 キ方法 ニヨリテ算 出セル伐採時 ノ伐探木、淺 存木合計 ヲ以 テ、調査地 ノ伐探 直前帥、

天然 林時代 二於 ケルi{態 ト見徹 スモ ノヂアル ガ、之 ヲ該調査地 二比較 的近接 シ術之 ト同一植 生型

ナル現 存天然林 、上楠第一匠 及下楠第一匠 ノ卒均値 二比較 スル ニ、第 一表 ノ如 ク径級別本数並 二

材積配分 二於 テ略 々相近 キ ヲ知 ルコ トガ出來、且 ツDryopteris typeヲ 呈 スル えぞ まつ、 と どま

っ混清 天然林 ノ林分構威ハ、何 レ ノ地 二於 テモ略 々同様 ナル ヲ以 テ、以上 ノ如 キ算定方法 ハ誤差

少ク實 用 二供 シ得ル モ ノナル コ トヲ信 ズル ノデ アル。

*生 長錐 ノ挿入方法等ハ第四章第一節昌記シアリ。
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            伐採地 ノ伐探前及之 ト同地位 ノ天然林 二

            於ケル径級別本撒並材積表 (h・當リ)

                  A…現存天然林(上 楠第一琶、下楠第一匿ノ年均値)

                  B…伐探地ノ伐探前昌於ケルモノ(第七匠、第八魑李均値)

                       伐探木卜残存木 トノ合計 トス

 第 一 表
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 11.伐 採 量並伐採率

 残 存木 ノ本歎ハ局所 的 二多少異ナ ツテオル故、 箇所 ノ選 ビ方 二β ツテハ幾分伐探量並 伐探率 ノ

攣化 ハ冤 レナイ ノデアルガ、本 調査地一 第七調査匠 及第八調査nn‐ ハ標準 ト思ハルル所 ヲ1ha宛

選 ンダ ノヂアル。 ソ ノ結 果 ハ第 二表 及第三表 二示 ス通 リヂアル。

 本 表 ニヨル ニ、先 ヅ本数 二就 テ、ha當 リ伐探量並 ソノ伐探率 ハ直径10 cm以 上 トスレバえぞ

まつ226～293本74～76タ ∠、 とどまっ216～1G8本60～34%、 合 計 二於 テ442～401本66～57;0ト

ナ ル。更 二直径20cm以 上 ニア リテハえぞ まっ182～271本73～83° °、 とどまっ73～62本71～

61%、 之 ヲ合 計 スレバ255～333本72～78%ヲ 示 シテヰル。

 次 二材積 二關シテha當 リ伐採量並 ソノ伐探率 ヲ見 ル ニ、直径10cm以 上 ニア リテ・・えぞ まつ

216～320fm 71～86%、 と どまっ58～47 fm 70～59%、 合 計 二於 テ274～367 fm 71～81°0ト ナ リ、

LTA 20 cm以 上 トスレバ えぞ まっ212～317fm 7!87%、 と どまっ41 fm 75～72%、 合 計252～

358fm 7!85° °トナ ツテヰル。

   材 積 二關 シテハ腐朽率 ヲ考慮 セザル モ ノ即歩引セザル立 木材積 ヲ揚 ゲ タモ ノデアノL。術、

  伐 探 木材積 ニハ利 用材積帥伐探顯 ヨリノ上 方部分 ノ外 二、伐 リ淺 サ レテヰル伐根部 ノ材積 毛

  含 マ レテヰル。

 以 上 ニヨレバ伐採量並伐採率 ハ可ナ リ強度 二亘 ツテヰル ノヲ知ル モ ノデアル。術、各調査表 ヲ

通覧 スル ニ、

 (1)、 伐 探率 ハ蓄積 ノ大 ナル地域 ノ方ガ幾 分大 トナル傾向 ヲ示 ス コ ト。(2)、 と どまつ ノ伐採率

ハ概 シテ えぞ まつ 二比 シ低 キコ ト。(3)、 小 径木 ノ伐探量多C二 上 ル コ ト等ガ注 目セ ラルル所 デ

アル。(1)二 就 テハ蓄積 二富 ム部分 ハ少 キ部分 二比 シ、大径 木多 クナ リ從 テ伐採量大 トナ リシ傾

向 ヲ窺ハルル ノデアル 。以上 ハ同一地位 二於 ケルモ ノナル故著 シキ攣 化 ヲ認 メラレナ イガ、 コ ノ

現象 ハ地位 ヲ異 ニスル場合 ニハ顯 著 トナル。 帥地味肥沃ナル地 へ 腐 朽木モ多 キモ大樫 完満材 二

富 ミ幾 分 ニテモ利 用シ得 ルモ ノガ當時 ハ伐 プレ易 ク、伐採率大 トナル ニ反 シ、材積 二乏シキ9地

                                     1   ・
ハ 梢 殺材多 クシテ自然伐 リ淺サ レ易 クナ リ從 ツテ伐探率 ヲ低下 スル モ ノデアル。(2)二 關 シテノ1、

とどまつハ えぞまつ ヨ リモ疵木 多 ク材積 モ劣 ル故、材 ノ利 用集約ナ ラザル當時 ニア リテペ 常 二と

どまつガえぞまつ ヨ リモ伐 リ淺サ レ勝 トナ ツタモ ノデ アル。(3)二 關 シテハ、小痙木殊 二直樫20

cm以 下 ノ立 木ハ、往 時利 用 ノ範 園外ナ リシ ニ拘 ラズ伐探本数可ナ リ多数 二上 ツテヰ ルノデ アル。

調査表 ニヨレバ直径10～20cm主 木 ノha當 リ伐探本数 及 ソノ伐探率 ハ えぞ まつ22～44本36～

83%、 と どまっ46～143本21～55%、 合 計68～187本24～60%二 及 ンデヰル。直径10cm以 下
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ノ小 木モ相當伐 ラレタモ ノト思 ハ ルルモ、 カカル小脛級 木ハ伐倒 後、材 ノ腐 朽早 ク或 ハ大径木 ノ

下敷 トナルモ ノ等 ア リテ、 ソノ實数 ヲ知 ル コ ト困難デ アル。一・macニハ小屋掛 用材 トシテ或 ハ軍 二

主林木 伐探 ノ際 二邪魔物 トシテ或 ハ無意識 二材 ノ性質 良否 ヲ問ハ ズ伐 リ捨 テ ラルルモ ノガ勘 クナ

イ ノデアル、

 樹 、特 二小径級木 ノ伐探量大 トナル場 合 ノ主因へ 丸太積場及 ソノ搬 出路 ヂアル。之等ハ文字

通 リノ皆伐面 トナ リテ、後 年 えぞい ちご等 ノ雑草侵 入シテ著 シ ク更薪 ヲ妨 ゲル モ ノデ アル。尤 モ

ソ ノ面積狭 ク且 ソノ歎 僅少ナ ラバ、施業上影響 スル所 梢 々少 キモ、一般 二造材経濟上 ソノ数増 加

シ易 キ ヲ以 テ之 ガ制限 ヲナ スコ ト極 メテ肝要 デアル。直径20cm以 下 就 中10 cm以 下 ノ林木ハ腐

朽 セザ ル限 リ後櫃樹 トシテ役立 ツコ トハ、生長欣態、調査等 ニヨ リ明 カナル ヲ以 テ、努 メテ之 ガ

保淺 ヲ計 ラネバナラナ ィ。

   伐 採地域 内 ニハ例外的 存在ナルモ、極 メテ弱度 ノ伐探 トナレル部分 ヲ見 ラレタ ノデアル。

  調 査 ニヨレバ、40りm2(20×2Gm)中 二伐 根直径10 cm以 上 二於 テ3本 ヲ見出 ス ノ ミデア ツ

  テ、 ソノ本歎 伐探率 ハ11%材 積 伐探率22%ヲ 示 スニ過 ギナイ。之 ハ とどまつ 二富 ム地域 ナ

  ル故 、淺 存木 モ多 クナ ツタモ ノト思 バ レル。 コノ種 ノ地域 ハ面 積狭キモ、他 ノー般的 彊度 ノ

  伐 探 地 トハ更新歌態 ヲ異 ニスル故、参考 ノタ メ薮 二附記 スルモ ノヂアル。(罵 眞 第五圖)

 調 査地 域 ノ大部分 ヲ占 ムル叙上 ノ張度 ノ伐採 二關 シテハ、本論文 二於 テハ、便宜上軍 二伐採 ナ

ル文字 ヲ以 テ示 スコ トトスル。

 III・ 残 存 木

 残 存木 中、現存生立木 二關 シテハ 「林分構威 二關 スル調査」 ノ項 二譲 リ、-IYニ ハ伐探後 二枯死

セルモ ノニ就 テ読 明セ ンニ、

 第 二表 ニヨレバ、直径10cm以 上 ノ主木 二於テ、伐探 後 二枯死 セルモ ノハ本敷、材積共 二淺存

木 ノ牛歎以上 二上 ツテヰル ノデ アル。尤 モ之等 ノ多 クハ伐探當時生立木 デハ アル ガ、既 二可 ナ リ

腐朽程度 ノ進 メル腐朽木 タ リシモ ノデア ッテ、之ハ現存天然林 二於 テ小径 木及 ビ大径木共 二疵 木

及枯木 ヲ比較 的 多C二 存 スル コ ト等 ヨリ容 易 二解 セ ラルル所 デアル。之等 ハ伐探後 ユ於 テ幾 分 ニ

テモ保護樹、母樹 トシテ ノ重要ナル役割 ヲ果 セシモ ノト思 バ レル ノデアルガ、併 シ現今 ノ如 キ集

約 ナル施 業 ヲナシ得 ル時 代 ニア リテへ 稚 樹 二封 スル保護 不用 トナ リシ後 二於 テハ、徒 ラ ニ腐朽

!進 行 二委 サズシテ材 ノ利 用 ヲ計ル コ トグ必要 デア リ、尚更 二進 ンデ疎開後間 モナク腐 朽枯死 シ

渉ウナ大、中径木ハ、當初 ノ伐探 二於 テ利用 スル コ トモ考 ヘ ネバナ ラヌデアラウ。
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                             伐 採 木 並 淺 存 木 藪 量 表

      第 二 表 ノ ー     (1)本  数

轄 伐探轟 漏 翻 ㌦～伐叢 詳
   10-12 5 1 1 7 6 37111 54 11 38 12 61
   12=14 f  51   91   41  181  81  31   111  501  131  401  151  68

   14-16      41     4      2     10     6     26 旨   10     42    10     30     12     52   
15-18      3     5     6     14    16    25 12   4    45    19    30    10    59

   18--20  1   5 1    3 1    5 1   13 1  10 1   10 1   ]0 1   30 1  15 1   13 1   15 1   43

   ノ」、  計     22     22     18     62    46    12g I   46    221    68    151     64    283     %      35
.5   35・5   29.0   100.0  20.8   58 .4   20.8   100.0  24.2   533    22.5   100・0

   20-22      7     2     8    17    8     3    1L;   22    15     5     19    39
   22-24  1  18 1   2 1   61  26 1  4 1   1 1   8 '   18 1  27 1   3 1   14i   44

   24-26     28 1   -     -     28     8 1    1 1    8     17 1  36 1    1 i    8     45   
26--28      7     -      5     12     5      ]      5 1   11    12      1     10     23

架一3°of 2282 4、11孟11343 s 32113813512510、139190

            75.213.6121.21100.0153.117.4139.5',100.065.815.2129.0(100.0「

36_32119 _  2121 5 _一 _  5 24 _  2 26

   32-34  1  21 1   -1   6 1   27 1   3 1   - 1   --1    3 1  24 1   - 1   6 1   30

   34-36  {  11 i    l i   3     15 1   3 1   - 1    1 1   4 1  .14 1    1 1   4     19   
36-38  1  20 1   - 1    3 i   23 1   2 1   - 1   --1    2 1  22 1   - 1    3 1   25

   票一響 1 1990  i  216  21107  215  :  -1  Z16 21105  1  217  23123     

% 84.1・915・ ・1・ …93・ ・ - 6・21・ …85・4・ ・81・ ・811・…

   珪9:ま竃  171.8  :   12  1820  2  :  :  -2 ]7201 :   i2  1822
   44-46     19     -      4     23     1     -     -      1    20     -      4     24

   4648:語    811  :   :   】s1  万   :   :   了  1舞  :1 :   812
   /)、  言卜     73     -      7     80     4     _     -   L  4    77     -      7     84

            91.3 1   -    8.7  100.0 100.0    - 1   -   100.0 1 91.7 1   -     8.3  100.0

  50-52 9 - - 91 1       9 - _ 9
   52-54      8     --      2     10 !     [                        8     -- i    2     10

藁三馨 2;至 引 寡;} l I  32ZZ≒ ; 3224
    % 91・・ - 8.3i1・…Il l   91・・-1831・ …

  6U--62  1   2 1    - 1   -1    2 1            1      1          2 1   -- 1   - 1    ( )2

  6264:6466   三   :   :   三    !           ミ ユ   :   :   一王
  66--68     -     一     一     一       i                    1  _     一_     _     _

  68-70   1   1 1   -- 1    1 1     2 1             1      1       1   1 1    - 1     1 1    2

小

%計 ・・.1:・ ・.11・ ・.言111  1・ ・4.0:・ ・.11・ ・.1

腱 劇 ・932767138・1・ ・81・351・93224・11・62i・ ・61・ ・9

舗 上%i75・ ・1…1・7・31・ ・…33.541・ ・i・4・6・ ・…56.622・81…6)1…

翻 本即 ・・1・ ・91325図633・ ・li3331118・1・26

合 計%「83・ ・ll・ ・D5・ ・1・ ・…61・ ・i・ ・9!32・7i1・ …i78・22・6目9・ ・1・ …

                  第八圓、大正六年度伐探地、面積1.Oha  (昭和九年九月調査)
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      第 二 表 ノ ニ     (2)材  積(m3)

＼ 哩 運 ・ ゾ ・ ・  ・ …   1一 ゾ・ツ・・… 合計

糠、項… 撫 計一1論 葉 計… 禽 蔽 計

  }婁:1214    8:2253451 8:9含{1  8:0rs276  ♀:塁左舞  8:2755≡3 F l2:665139  8:4957b9  §:430450  8:495$97  12:写乙8  ♀:540035  24:74$692
  14-16  1 0.4241 0.4241 0.2121 1.0601 0.6361 2.7561 1.0601 4.4521 1.0601 3.1801 1.272.1 5.512

  16--18    0.468  0.780  0.936  2.184  2.496  3.900! 0.624  7.020  2.964  4.680  1.560  9.204  

ユ8-〒20    1,090  0.654  LO90  2.834  2.180  2.1801 2.180  6,540   3.270   2.834  3.270  9.374

小

%計2鋸2.52433.02撰7.635100.06毅ll 12翻 15邊1112擶8鼎5潟 隅31翻

2Q

22:2224謝8二ll鰯ll 4.9819.646鮒8:8793711:2236.446'4.3959686.67810.Ot7 i:4651131:56711.427・1Q416.324

2a

26:26281鵜 :12.635'1:6563241:6166358:4523.61675272.6355:ll引'1:1;18:霧1:Glbl2°2701'2:34°121

舞§一 暮1:1439:°361101.3281:5521658875750.195,8.2940.228痂12.442,1:13鋸;:llgl 3.557、1:1;2929&5:8g`1094    

%  78・・12・619・41・ … 57・8 6・435・71・ …169・714・226・11…0

30

32二 器  19.19317.787  : 1.4945.08'215.68722.869 32:735541     - 32:73554117A220.32§1 : 15:♂948219.42225.d10

§9:36381?:714760°.974,1:1きz41425:67°0242:922176  °9甥:896!13176123:636936吻 §:896264t827:暑88

碧㌦ 響 23.95988.413
84.4・ ・網1§ 講1蓋 雛ll1景 繕   ・・9746.61播1・・謬響ll噌 ぎ2.522.29x)°316258119.54113.6100.0

40
42:童12327:蜘  3:謙ll:9器 、.066 印 3。話 瀦:1器  1.39^r 253.Oo633:093726
44-46132.49°
46-4814.920 ・6β璽111:33°920i.7i°   1.71°134.2°°-14.920  6°84q141.°4°-14.920
 48-50  122.2971     1   -122.2971 2.027i     I     I 2.027124.3241     1   -124.324

  小 計 120.999    11300132.299 6.803.       6.803127802    11.300139.102

   %  9L7  18・3100・0100.O  l  100・Ol gL9   8」100・0

5?:52542°19:556728 、.‐z°93224:556660 1  ミ 2°ly:麗 、.-2°.5;6932124.660
s4-
36
ss≡55SS60 75:968706    三 75:968706  i     }   75:963706    三1;:968706
 ノ}、 計  ' 53958        4932 58.890                   3      53.958         4.932158.890   
%  9L6   8・4100・O  l    ・  9L6   841100・0

6C
62二6264 6.7863.619  ・  : 窪1乙8619   1  :  1   6.7863.61'     : 6.7863.619
 64緬6     、一;         一     一1     ,     1     1         -           ・・一     一..一..
66
68二68;0、.,乙i  、.,盃 、.、82 1 - 1  、。41  、.,41、.6,2

 ノ」、  ul   14.746!        4,341  19.087、      旨            1       14.746         4.341  19.087

    % 77・4'  22・61・ …1 } 1 1  77・4  22・61・ …

麗 塑19・778堕.48・1・ §.i1372.777!-14.869・8・53・}…46・X366.83919.69566・7…5塑

合 計%1・ …i・3・2・ ・ ・・…1・ …!・8・523・ ・ ・…1・ ・… 1・ …1・ ・・…

撫 材積,3・7・2261…2}・ ・.614・65・14・陣72・2・9・3・ ・6156・5・2358・ ・531.・ ・5311鍵42・ ・714

舗%186・gl・ ・6・2・51・ …72・1・ ・9い3・8[・ ・…}84・9ト1・ ・1・ ・.ol・ …



is

  第 三 表     伐 探 木 並 淺 存 木 数 量 表

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

          第七匿、大正五年度伐探地、面積LOha (昭和九年九月調査)

          第 八旺ノ如キ2cm階 トセル表 ヨリ便宜取纒メ10 cm階 トシテ表示ス
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       第四章 伐探後 ノ林分構成二關 スル調査

             第 一 節 調 査 方 法

 林 木大 キサ ノ類 別 ハ、施業上重要 デアルガ學者 ニヨ リテ ソノ読 ヲ異 ニスル。藪 ニハ便宜胸高直

径10cm以 上 ノモ ノヲ主 木 トシ、樹高L30 m以 上 胸高直径10cmマ デ ノモ ノヲ副木 トシ、樹高

L30m以 下 ノモ ノヲ稚樹 ト構 スル コ トトスル。 現Arア リテハ 胸 高直径10cm以 上 ・・、材 ノ利

用可能 デアツテ帥利用上 ヨリ見テ主木 ノ最低直径 ヲ10cmト シタ ノデアル。 一般 ニハ主木 ヲ更 二

分類 スル ノ要 アルモ ノ ト思 バ レルモ、伐採跡地 ニハ大径 木少 ク薮 ニハー定 ノ分類 ヲナサナ イコ ト

トスル。稚樹 ノ類別 二關シテハ、筆者 ノ調査 ニヨレバ樹高1.30m位 ノ林木ハ、天然林 ニア リテ

ハ樹齢60～70年 二達 スルモ ノ多 キモ 概 シテ被墜時代=fシ 、 コノ樹高階 ヲ過 グvバ 帥副木級 二

入 レバ被堅 ヨリ開放セ ラルルモ ノヲ生 ズル ニ至ル。斯 クノ如 ク1.30m位 ノ樹高級ハ 更新上一種

ノー段階 ニアルヤ ウニ思 バ レル ノデア リ、亦、樹 高1・30mハ 胸 高直径測定 ノ最低基鮎 デア ッテ、

之 ヲ境 トシテ大 サ ヲ類 別 スルハ、林 木測 定上 ヨリモ便利ヂ アル。

 稚 樹 ヲ更=ffqス ル 要 アル場 合 二・・、特 二名稻 ヲ付 セ ズ樹 高130～30 cm、30～10 cm、10cm

以 下 ノ三種類 二PP分 スル コrト スル。 n--fix=樹高30 cm以 下 ハ、繊 弱デア リ尚、磯生1伏態 ヨリ見

ル モ極 メテ密 集 スル場合 多 ク、之等 ハ好條件 ヲ與ヘ ラルルモ場所的 二既 二到底全数 ノ生立 ヲ永 ク

許サ レズ、更生上 不安定 ナル地位 ニアルモ ノガ多 イノデアル。殊 二樹高10cm以 下 ハ、磯生後年

藪 ヲ経 ル コ ト少ナ ク消長攣化 ノ著 シイノ ヲ常 トスル。故 二之等細小 ナル稚樹数 ハ、同一地位 ノ林

地 ニア リテモ局部的 二著 シ ク異 ナル モ ノデアル。樹 高30cm以 上 トナラバ生 死動 揺 ノ度 ヲ減 ジ可

ナ リ安定 サレ タ歌態 二存 スル。

 直 径測定 へ 輪 ノくニヨ リ地上(樹 幹基 部)1.30mノ 位 置 二於 テ最長 、最短二 方面 ノ李均値 ヲ ト

リ2cm軍 位 トシio.o～11.9、1213.9 cm等 ヲ夫 々10～12、]2.14cmノ 階 級 トシテ調査 シ取纒

メタモ ノデアル。術 、Wn二 直 径 ト記 スルハ何 レモ胸高直樫 ノ意デアル。現存生立木 ノ伐採年度e

於 ケル直穫 ハ次 ノ方法 ニヨツテ算 出シタ ノデアル。帥、標準木 トシテ樹幹 ヲ伐倒 シテ調査 シタル

以外 ノモ ノハ、一・k生 長錐 ヲ用 ヒ、胸高部 二於 テ樹幹 圓形 二近 キモ ノハ爾端ニ ケ所、然 ラザ ルモ

ノハ四ケ所 ヨリ中心 二向 ツテ挿 入シ、採取 セル材部 ニツキ伐探年次 ヨリ調査時 マデ ノ直径総生長

量 ヲ求 メ、之 ヲ輪尺 ニテ測定 セル調査時直径 ヨリ減 ジタモ ノヂアル。

 現 存生立木 ノ伐採 年度 二於 ケル 主木本藪調査 二關 シテハ、 第八調査tlP l ha内 二於 ケル 直径
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  16cm以 上 ノ生立 木全 歎及16cm以 下 ノ特 二生長不良 ナルモ ノ45本 ヲ運 ビテ調査 セシ ニ、

  現 存生立木 中直径16cm以 上 ニハ伐探年度 二直径10cm以 下 ナ リシモ ノヲ可ナ リ多 ク認 メタ

  ル モ 、直径16cm以 下 ノ中 ニハ伐探年度 二直径10cm以 上 ナ リシモ ノハえぞまつ1本 、 と ど

  ま つ1本 ヲ算 ヘタ ノミデアル。故 二以上 ノ方法 ニ ヨツテ現存生立 木中、伐採年度 二於 ケ)L直

  径10Cm以 上 タル主木全激 ヲ調査 シ得 タルモ ノ ト信 ズル。

 樹 高 ノ測定 二・・、伐倒木 二・・巻尺 ヲ用 ヒタルモ、立木 二・・10cm刻 ミノ2m竿 ヲ蓮結 スル樹高

測 定 用棒 ヲ用 ヒテ測 定 ノ正確 ヲ期 シ タ ノデアル。

             第 二 節 主 木 及 副 木

 伐 採後 ノ林形ハ年k 化 シ行 クモ ノヂアルガ、 試 二伐探後17～18年 ヲ経過 セル 現林分 ノ縦断

相 ヲ、樹高階別本数配分表(第 五表)及 現地 襯察 ニヨツテ ソノ大要 ヲ記 スレバ、

 一一 二上方 二至ル ニ從 ヒ稀薄 トナル ガ、就中樹 高10m以 上 ニア リテハ、 ソノ  L二 少 クナ

リ、調査 ニ ヨレバha當 リ僅 カニ50～106本 ヲ算 フル ニ過 ギ ズ、極 メテ稀薄 ナル暦 トナル。 樹高

10m位 ヨ リ以下 ニア リテハ、所 々小面積 ナガ ラ存 スル孔隙地 ヲ除 ケバ、通行 困難 ナル位 二密立 ス

ル所 多 ク濃密 ナル相 ガ現 ハ レテヰル。 殊 二樹 高2～7m位 ノ樹高階 ご薦 スル刷木相 ハ、天然林 ト

ハ全 ク異 ナ ツテオ リ、生長停止形 ヲ呈 スルモ ノハ少 ク樹高 生長極 メテ旺盛 ナル動的 ノ姿 デア ツテ、

破壌 ヨリ安定林相 ヘ ノ復蹄現象 ヲ顯 著 二見 ラJLル ノヂアル。(寓 眞第三圖、第四圖、第六圖)

 次 二主木及副木 ノ樹高 ト直径 トノ關係 二就 テ、簡軍 二各樹高階 二封 スル李均直径 ヲ摘 記 スレバ

次 ノ通 リ トナル。

  第 四 表       伐 探 地 二於 ヶル樹 高 二封 スル準均直径表

＼1樹 欝 、L3訓2ず 調5τ6ヲ17吾18轟1° 五11司12語}'3互}14店15正

翻竺 ツ陛137154!響U哩 魍 塑 ⊥
(cm)ト ドマ ツ11.212.4 a5巨'7.413.°'4.1

・15.7 i 18.219.42°.5;2°.524.3125.427.°

 之 ヲ天然林 二於 ヶル調査表 二比 スル ニ、主木 ニハ著 シキ攣化 ヲ認 メラレナ イガ、副木 ニア リテ

ハ直樫 ノ割 二樹高大 トナ リテ、伐探後 二於 ケル 樹 高生長旺盛 ナルー端 ヲ知ル コ トガ出來ル。(天

然林 ノ調査表ハ拙著 「植生型 ヨリ見タル樺太天然林 ノ研究」参照)

 直 痙 二關 シテハ便宜上、主木 ト副木 トニ分 ヶテ論 ズル コ トトスル。
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 1.主 木  現 存 生立 主木 ノha當 本 数ハ幾 分所 ニ ヨリテ異 ナルモ、略 々標準 ト思 ハルル第

七=n及 第八 匪(各 々1ha)ノ 調 査表第六表 ニ ヨレバ、 えぞ まつ69～34本 、 とどまっ213～373本

合 計282～407本 トナ リ、材積 ・・えぞまっ9～10fm、 と どまっ47～70 fm、 合 計56～80 fmト ナ

ル。斯 クノ如 クとどまつガ えぞ まつ ヨリモ著 シク多数 ナルハ、主木及之 二近 キ径 級 ノとどまつ淺

存木ガ多 カ リシコ トヲ主 因 トスルモ ノデ アツテ、 えぞ まつ ノ淺存木 中伐採 後 二枯死 セル モ ノガ特

二多カ リシ鐸 デモ ナク亦 とどまつ ノミガ著 シク生長 シテ主木 二加 ハ ツタ鐸 デ モナ イ。

 丁 級別 a'配 分 二就 テハ、二調査PAノ 卒 均値 ニヨレバ

            直径 10～20cm  70.1%

               20～30 〃     28.5 〃

               30～40.ク   1.3ン

               40～50,ク   0.1ソ

1・ナ リテ、現在 ニア リテハ未 ダ大径木 二乏 シ イ。

 以 上、現存主木 二・・、伐採當時既 二直痙10cm以 上 ナル主木 タ リシモ ノ ト、未 ダ直径10cm以

下 ナル副木 タ リシモ ノトガ含マ レテヰル ノデアル。 ソ ノ各kノ 詳細 二就 テハ、大正六年度伐探地

二於 テ調査シ タル結果 ヲ附第二表 二示 シタ通 リデアルガ、之 ニヨレバ昭和九年十月現 在 二於 ケル

主木本Cha當 リ407本 中前 者・・162本 ニシテ約40%ナ ル ニ、後者ハ245本 ニシテ約60%ヲ 占

メテヰル ノデ アツテ、旺盛 ナル生長 ニヨツテ副木 ノ多Cガ 主木 ノ列 二加ハ リツツアル コ トヲ知 ル

モ ノデアル。

 之 等ガ伐探 後17年 聞 二如何ナル 径級 ノ上 リ方 ヲシ テヰルカバ、詳 シ クハ 生長 ノ項 二譲 リタイ

ガ薮 二附 第二表 ニヨリソノ概要 ヲ記 センニ、先ヅ現 存生立木 二於 テ伐採當時 二主木 タ リシモ ノニ

就 テハ、伐探當時10～20cm径 級 ニア リシモ ノノ中、本数 二於 テ約 えぞまつ6割 、 とどまつ7割

ガ20～30cm T級 二進 ンデヰル ガ、30 cm以 上 二進 ンダモ ノハ未 グ見當 ラナイ。20--30 cm樫 級

ニア リシモ ノニ就 テハ、本数少 キクメ充分 ノ槍討 ハ出來 ナ イガ、 ソ ノ中本歎 二於 テえぞまっ2割 、

とどまっ3割 ガ30～40cm径 級 二進 ンヂヰル ノ ミデ アル。

 次 二、伐探時 二副木ナ リシモ ノノ中、生 長特 二旺盛 ナルモ ノハ現 在直径24cmマ デ進 ンヂヰル

ノヲ見 ラルルガ、現 在直径16cmマT=進 ンダモ ノガ最 モ多 ク、副木 ヨリ主 木 二進 ミタルモ ノ ノ

本 数 二於 テ約8割 ヲ占 メテヰル。而モ10～16cm樫 級 二存 スル現存木 ノ殆r・ テガ、伐採當時直

径10cm以 下 ナ リシモ ノニ ヨツテ占 メラレテヰル。
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 第 五 表        現 存 生 立 木 樹 高 階 別 本 数(1・a當 リ)

諜 ∴ 雛 鳶}計;輪 季.
・以下蝋 ・,260hπ ・・4,98・9,1・ ・',76・16,86・  l

 l   2     1,980    1,790    3,770    8,120    5,420   13,540     (690) 1  (758)   (1,III)

 2   3       980      940    1,920    5,IIO    2,010    7,120    1,096      826    1,922

 3-4   1   690      560  1  1,250  1  2,680  1   280    2,960  1   800      496  1  ],296

寒 詳 劃 螂 89°12,510,1:1:19°15,5601,54°63642,0203,2222482,3288845,550

  /一 一_I    I9°.7_一( )._.L.___________97.9  i -一一189.5

5-6 300 160 460 480 201503 242 74 316

6-7 19° 15°34° 19° 2°121° 62136 98

r 8 140 110250 90130 120 28126 54

 8-9  1  110  1   20  1  130 i   40 1   10  1   50 1   -  1   30 1   30

 5-10   1   50  1   20  1   iO  I    10  1   20  1   30  1    4  1    46  1    50

 rJ、  言t      790      460    1,250      810  1   100      910      336      212      548

  96                          8.9                       2.1                       8.8

 ・・一・l  l・13・ 」4・          4 3h 38
 11-12   1   -  1   10  1   10  1       1       1       1    2  1   22  1    24

 12-13   1    -  1    -  1    -  I       I       !       1     6  1     8  1    14

 13-14  _1 _  _             4  6  10

14-15     -     i   - 1° 1(ト)°

 ・」・計  10 90、 50     1   16 80  96  
%   1  1・4     }        L5

15-16               2 2
 16-17       1  1  ,     1 6  -  6 
17-18                      1                                     1     2        -         2

、g-一、g     l           _  _  _
 19--20                                                                  一        一        一幽一

 小ur     [           8  2 10  
%    l  i  l              °.2

合 本数18,18・5,93・14,11・27,27・15,66・}・z,…13,582【2,622i6,204

計%}    1…l i l1・0.・1   い ・・.o

      調査年月  第五匿及第六匿 昭和八年八月、第九i 昭和九年八月

      調査面積  第五匪及第六歴 0・1ha(20×50m)

           第九圃 0.5ha(50×100m)

      第 九匿、樹高階1～2nl階 二於テ()ヲ 附 セルノ・、樹高130 m以 上

      2・Omマ デ ノ本数 トス。
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   第 六 表       現存生立主木ノ径級別、'本歎並材積表
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                          調 査年月 昭和九年九月   面積 1.O lia
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 11.副  木

 現存副木本数ハ次表 二記載 ノ通 リデアル。コノ中、第三匠及第四PAハ 調査面積梢 々独 ク且幾分

副木歎 二富ム箇所 ヂアルガ、第九画ハ副木疎立 ノ部分モ含マレテヰル。

  第 七 表       副 木 本 数 表(ha當 リ)

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査 年月  第三匿、第四匿 昭和七年八月、第九琶 昭和九年八月

      面  積  第三属、第四医各0.25b8(50×50m)、 第九匠0.5ha(50×100m)

 上 表 ノ通 リ副木本kハ 著 シク 多数 デア リ、 疎立部分 ヲ含 ム第 九PA二 於 テモha當 リ えぞ まつ

3506本 、 と どまつ2400本 、合計5906本 ノ多キ ヲ算 ヘ ラレ除伐 ノ必要 ヲ感 ズル所 モ少 クナィ。

 斯 クノ如 ク彩 シキ副 木藪 ノ多 クハ、伐採後 二於 ケル稚 樹 ノー 齊的生長増大 ニヨツタモ ノデ アツ

テ、生長量調査 及次表 第八表 ガ之 ヲ明 カ ニ示 シテヰル。生長量調査結果 ハ後述 スル ヲ以 デ藪ニハ

之 ガ設明 ヲ省略 スルモ、第八表 二就 テ見 ル ニ、現在樹高3m位 ノモ ノハ17年 前 伐探當時 ニハ未 ダ

樹 高L30m以 下 ナ リシモ ノ70～90%ヲ 占 メ、現在樹 高5～6mノ モ ノニア リテモ、伐探年度 ニ

ハ樹 高1.30m以 下 ナ リシモ ノソノ牛藪以上 二及 ンデヰル。以上 ハ大正五 ～六年度伐探地各 々400

干 方米 内 ノ除伐不良木 中、樹高3m以 上 ノモ ノニツキ、樹 幹基部 及 ソレ ヨ リ30 cm、130 cm上 リ

シ位置 二於 ケル3ケ 所 ノ年輪数 ヲ夫 々精査 シ、伐採年度 二於 ケル樹高階 ヲ求 メタモ ノデアル。不

良 木 ニシテ斯 クノ如 クナル ヲ以 テ良木ナ7バ 、更 二伐探時 ニハ ソノ樹高 ハ低下 スルモ ノ ト思 ハv

JLo

 依 テ、天然林 二於 ケル稚樹ガ永年被歴 セラ レオ リテ後糧樹 トシテ役立 タヌガ如 ク考 ヘラルルハ、

皮相 ノ観 察 二基 クモ ノト云 ヘヤウ。
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第 八 表  現存生立副木 ノ、現在 卜伐探年度 トニ於ケル樹高劃照表

      昭和八年十 月調査

      樹 高3m以 上 ノ除伐木3ツ キ、樹幹基部、ソレヨリ30 cm、 iso

      上 リタル位置昌於テ、夫々ノ年輪毅ヲ調査シ算出セ聖モノトスo



ao

             第三節 稚 樹 及 後 生 樹

 伐探地二於ケル現存稚樹ニハ、伐探前二既二爽生セル前生樹 ト伐探後二磯生セル後生樹 トニ分

レル ノデ アル夙 薮 ニハ論明 ノ都合上先 ヅ爾者 ヲ合 セ タルモ ノニ就 テ、次 二後生樹 ノ ミニ就 テ読

明 シヤウ。

 1.稚  樹

 伐 探地 呂於 ケル現在 ノ稚樹数 ニ ツキソ ノ多 キ所2ケ 所 ト少キ所2ケ 所 ヲ逡 ビ各 々4002F方 米 上

ノ全数 ヲ調査 シ タノデアルガ、 ソノ結果 ヲha當 リニ換算 スレバ次 ノ通 リトナル。

  第 九 表    稚 樹 ノ 本 歎 表(1・a當 リ)

 ()

 

 
 
 

 
  

          樹高1.30m以 下全薮

          昭和七年八月(伐採地＼ 昭和七年九月(天然林)調査

 上 表 ニヨル ニ、伐採 地 二於 ケルha當 リ稚樹 本歎 ・・えぞ まつ1,050～7,725本 、 とどまつ1,400酎

9,200本 、 之 二さうしか んぱ325本 ヲ加 フ レバ合計2,450～17,250本 トナ ツテオ リ、之 ヲ同一植 生

型 タル現 存天然林 ノ稚 樹藪 えぞまつ9,500～19,900本 、 とどまっ9,800～76,100本 、合 計19,300

96,000本 二比 スレバ著 シ ク僅 少 ト云 ・・ネー¥ナラナ イ。

 伐 採地 二於 ケル稚樹 ノ減 少 二關 シテハ、(a)前 生 稚樹 ノ多 クハ伐探後 ノ生長増大 ニ ヨリテ現在

副木級 二加バ レル コ ト。(b)利 用木伐探 ノ際 二伐 リ捨 テ ラレタル モ ノ、伐倒木 ノ下敷 トナ リ或ハ

環境急攣 ノタメ或ハ自然 ノ推 移 ニ ョリ枯死 セルモ ノ多キ コ ト。(c)以 上 前生稚樹 ノ減 少 ヲ補 フニ
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足 ル 後生樹 ヲ生 ゼザル コ ト等 ヲ學 ゲル コ トガ出來ル デア ラウ。

 薙 二聯 力i ヲ要 スルハ、稚樹 ノ漕失 二關 スル問題 デアル。伐探後 二消失 スル稚樹数 ヲ正確 二

求 ムル コ トハ出來 ナ イガ、假 リニ現在樹高20cm以 上 ノ稚樹 ヲ前生稚樹r見 傲 シ、樹 現在 ノ副木

ガ総 テ稚樹 ヨ リ進 ミシモ ノ トシテ雨者 ヲ合 計 スレバ、調査表 ニヨル ニha當 リ10,000～15,000本

トナル。之 ヲ同一植生型 ナル現 存天然林 二於 ケル稚 樹19,000～96,000本 二比 スレバ約5～8割 ノ・

消 失 トナル ノデアル。 カカル多数 ノ消 失木 二就 テ、先 ヅ ソノ大 キサヲ考 フル ニ、浩失歎 ノ主位 ヲ

占 ムルハ、恐 ラク樹高20～30cm以 下 ナル稚苗 ト思バ レル。一般 二稚樹 ノ磯 生ハ群 團的ナル ヲ通

例 トスル・從 テ之等 ハ如何 ナル好條件 ヲ與 フ・レモ・到底狭 イ場所 ニテソ ノママ多数稚 苗 ノ生育 ヲ

永 ク許サ レナイ ノデ アル。天然林 二於 テハ次表 ノ如 ク樹高20cm以 下 ノ稚 苗ハ稚樹 ノ約7割 ヲ占

メテヰル ノヂア リ、之等 ガ何 レモ密集 シテヰル モ ノデハ ナイガ、疎 開 ニョ リテ著 シ ク生長 促進 ノ

機會ガ與ヘ ラレタ場合 ニハ、一時 二多藪消失 スル コ トハ容易 二考 ヘ ラルル所 デ アル。樹 、 コ ノ現

象ハ次表伐採地 二現存 スル樹高階 別本数表 ガ裏書 スルモ ノ ト云 ヘ ヤウ。

  第 十 表        天 然林 及伐採跡地 二於 ヶル稚樹本 敷

樹禦
下}'c2012°3013c4014c501Sc6016C7017° 蕊86勇99あ1脂111茄12蹄 計

天一6!98i・8372・-7・276445[・ ・6

伐採地  17 20  11  8  6  7  6  7  6  5  3  3  2 101

           面積 ノ・雨者 トモ100m2(10×10m)

           天然林ノ分ノ㍉ 伐探地昌近接シ同一・植生型ヲ呈 スル

           下楠第1匪 内、調査国薮4ケ ノ卒均値

           伐探地 ノ分ハ昭和7年8月 調査ノC 、d国 ノ亭均値

  稚 樹 ノ疎開後 二消 失スル数量 二關 シ、渡漫氏(の)ハ北海道 えぞ まつ 、 とどまつ 國有林 ノ伐探 率

  ZO°° ノ伐探地 二於 テ調査 シ樹高5寸 未満 ノモ ノ50～60%漕 失 シ、 高 サ低 キモ ノホ ド淘失

  多 キ コ トヲ報 ジテヰル。

疎開後 二枯死 スル林木 二就 テWalter氏(ゆ)へ 天然林内 ノFichte及Tanneハ 樹 冠圓板歌 ヲナ

シデ生長停止形 ヲ呈 スル モ ノガ多 久 .カ カルモ ノハL.疎 開 セ ラルル場合 ニハ死 期 ヲ早 メル ト述

ベ ラレタル モ、.當地方 ニハ適用サ レヌ所 ガ多分 二存 スル。帥天然林 二於 テ生長停 止歌 態 ニアル稚

(1)渡 邊兵左衛門:北 海道天然林ノ伐探前後昌於ケル稚樹 ノ滑失、林學會難誌、第6號 昭和7年6月

(2)Walter, H:Eill価rung in die allgemeiiユe pflanzengeographie Deutschland.1927.309 s.
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樹モ、伐採後生長旺盛 トナル毛 ノ多ク被墜 ト疎開後 ノ生死 トニニ定 ノ關係ヲ求ムルコトガ出來 ナ

イノヂアル。街、本問題 ノ論究ハ生長量調査 ノ項 二譲ル コトトスル。

 伐採後 二於 ケル稚樹 ノ漕失ハ、大要上述 ノ通 リヂアツテ、主 トシテ樹高低 キ稚苗二存スルモ ノ

ヂアリ、尚、後生樹 ノ途次増大 スル コト等 ヲ考フレパ、將來 ノ更新 二著シキ支障 ヲ及ポサナイ毛

ン ト思バレル。併 シ、稚樹 二乏シキ箇所 ノ疎開 二就テハ、充分注意サレネバナラナイ。

 吹二、例外的デハアルガ、伐採地域内 二所k存 在スル皆伐部分及弱度 ノ伐採部分 二於ケル稚樹

昌關スル調査ハ.更 薪上参考 トナルヲ以テ附記 スルコトトシヤウ。

 前者ハ丸太置場叉ハ丸太搬出路ヂアツテ、當時ハ小径木モ伐 リ捨 テラレタルモ ノ多 久 皆伐状

トナ リ、えぞいちご、いはのが りやす等 ノ雑草侵入ニヨツテ林分 ノ更新著シク妨ゲラレテヰルモ

ノデアル、後者ハとどまつ主木 二富 ミテ欝閉密 トナツテヰルモノデアツテ、恐 ラク伐探當時、疵

木多カリシとどまつハ伐探 ヲ手控ヘラレタルモノト思バレル。 調査 ニヨレバ材積伐探率ハ22%

二過ギナイ。以上爾者 ノ調査稚樹数 ヲ示セ,._表 ノ通 リデアル。

  第十一表      樹 高 階 別 稚 樹 本 数

 

 
 

 

 

 

            面積ハ昏々調査旺 トモ100m2(10×10m)

            昭和8年9月 調査

            G.1.匹 ハ皆伐部分、F庵 ハ弱度ノ伐採部分

 上 表 ノ如 ク皆伐部分 ニア リテハ、100m2二 漸 ク稚樹32-51本 ヲ算 ヘタ ニ過 ギナイ。 之等 ハ え

ぞ いちご等 雑草繁茂 ヲ冤 レタル僅 カ ノ間隙 二集 團的 二存在 スルモ ノヂ アツテ、而モ コノ中約6割

ハ樹高30cm以 下 ノ稚苗 デアル。

 斯 クノ如 キ欣態ナル ヲ以 テ、主 林木伐採 ヲナ スニ當 リテハ、極度 ノ強度 伐採面 ハ努 メテ避 ケル

ヤ ウ ニセネバ ナラナ イ。Y1、 既 ニカカル歌態 トナ レル箇所 二於 テハ、 所 ニヨ リテハ補植 叉 ハ天

然下種 ノ助 成 ヲモ 考慮 セ ラルベ キデア リ、 亦、 適當ナル下刈 、 手入 ヲ要 スル コ トトナル ノデア

ノL・o
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 残存主木 二富 ミテ欝閉 スル所ハ、上表Fun二 示ス如 ク100ms二 於ヶル稚樹数243本 二上 リ、

殊 二樹高10cm以 下 ノモ ノガ著 シク多 Tア ツテ天然林 二於ケル稚樹歎 二近 ヅイテヰル。自口、伐

採弱度 ノ場合 ニハ稚樹 ノ漕失ハ殆 ンドナクナ リ、反面更生 ノ邉々タルコ トヲ窺フコトガ出來ル。

  第十二表      伐探跡地 二於ケル前生樹及後生樹本藪調査表

  

 
 

 

                                昭和九年九一十月調査

 IL後 生 樹

 後生樹二關スル調査研究ハ、施業上重要ナル ヲ以 テソノ決定二當 リテハ、樹幹基部 ノ圓板 ニツ

イテ年輪数 ヲ損大鏡叉ハ顯微鏡 ニョリテ精査 シ、街之 ヲ主幹 二年 々生ズル枝節 ニヨリテ槍定シ、

測定 ノ正確 ヲ期シタノデアル。
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 後 生 樹 ノ軍位面積當 リ本数 ハ、母樹 ノ多少、結實量、疎開度、地 床歌態、調査 年次等 ニ ヨツテ

異 ナル モ ノデアルガ、叢 ニハ試 二伐探地域 中、一般的 ナル1"伐 探 地 ニツイテ調査 セル結果 ヲ第

十二表 ニヨ リ示 スコ トトスル。

 本 表 ニヨレバ、後 生樹 ハ100平 方 米 二32～46本 二及 ビ、伐探後 可 ナ リ多藪 蛮生 セル コ トヲ知

ル モ ノデ アル。而 シテ之等 後生樹 二就 テハ、伐探 後17年 ヲ経 タル 現在 二於 テ、特 二生長良好 ナ

ルモ ノニテ樹 高350Cmユ 達 スルモ ノヲ爽見 シタル モ、多 ク・・樹高30 cm位 マ デデ アル。 巳Pチ稚

樹 中、現在樹高10cm以 下 ハ全数 、樹高10～30 cm二 於 テハ6～10割 ガ 後生樹 トナ ッr.ヰ ル ガ、

樹 高30～130cmニ ア リテハ、 ソノ1～3割 ガ後生樹デ アル。

 伐 採地域 二於 ケル調査pg3R 7 中、 さ うしかんば ヲ認 メクルハ2nwノ ミデ アルガ、 ソノ総 テガ

伐探 後 二磯生 セシモ ノデア リ、 ソ ノ生長ハ えぞまつ、 とど奪つ ヨリモ旺盛 デアル。えぞまっ 、 と

どまつ ノ本数混溝比 ハ場所 ニヨ リテ異ナ リ、前 生稚 樹 ト共 二天然林 二於 ケルガ如 キー定比 ヲ見出

スコ トガ出來 ナイ。

 最 後 二後生樹 ノ焚生1伏態 ヲ論 ズル ニ當 リ、先 ヅ嚢芽床 別本数 ヲ第十三表 二求 ムル ニ、 えぞ まつ

ハ倒木上 ノモ ノ約82° °=及 ブモ、地上 ノモ ノハ8%二 過 ギナ イ。反之 とどまつハ倒木上64° °地

上31%ト ナ リテ倒木上、地上何 レ ニモ嚢 生 スル コ トヲ示 シテヰル。 さうしかんば ハ調査本敷 少

キモ、倒木上 二畿生 スル傾向 ヲ認 メラレル。

 斯 クノ如 ク伐探地 二於 ケル稚樹獲生欺態 ハ、天然林 ト略 々相似 タル現象 デアルガ、唯、裳 二注

意 スベキハ、伐採後 二於 テスラえぞ まつハ主 トシテ倒木 ノ上 二獲生 スル コ トデ アル。現 在 ノ如 ク

事 業集約 トナ リ林 内 二倒 木 ヲ淺存 セシ メヌ歌態 二於 テ、 えぞ まつ ハ果 シテ如何 ニシテ更新 スペキ

カ。 コノ問題 二封 シナ ハえぞまつ ガ倒木 ノ上 二主 トシテ成立 スル コ トソレ自艦 ガ解決 ノ鍵 ヲ與 フ

ル モ ノデア ラウ。換言 ス レバ地床 歌態 ヲ人工 ニ ヨリ倒木 ト同一・條件 タ ラシ ムル コ トニヨ リ解決 セ

ラルル ノデハナカ ラウカ。
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       稚 樹 磯 生 歌 況

第 り 圖    大 正 六 年 年 探 地
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  第十三表      後 生 稚 樹 ノ 獲 芽 床 別 本 歎

 

 

 

 
            調査地 大正六年度伐探地、面積400'=(20×20m)

            昭和六年九月調査

            稚樹全藪ヲ獲芽床別二調査シ、ソノ中ノ後生樹 ヲ

            年齢 ニヨツテ別ケテ纒 メタルモノトス。

               第 四 節 摘    要

 1.天 然 林伐採後(材 積伐採率70～80°o)17～18年 ヲ経 過セル現林分 ト之 ト同一植生型 ナル天

然 林 トニ就 テ主 木、剛 木、稚樹 ノ本数並 ソノ割合 ヲ比較 スレバ第十四表 ノ通 リトナル。

 地 味 肥沃 ナル えぞ まつ 、 とどまつ混滑天然林 二於 テハ、主木本藪 ハ上表 ニ ョレバha當 リ667

本 トナ リ、副木 ハ コ ノ2倍 ヲ算 シ、稚樹ハ梢 々生着安定性 ヲ有 スル 樹 高30～130㎝ トスルモ、

著 シ ク増加 シテ小面積調査(A2)ニ ア リテ ♪・實 二主木 ノ23倍 トナ リ、梢 々廣 キ面積調査(A3)ニ

ア リテモ主木 ノ11倍 二達 スル。

本論丈昌於テ、軍昌伐探 ト稻スルノ・、材積伐採率70～80%ナ ル強度ノ伐探 ヲ指 スo
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  第十四表     天然林 ト伐採跡地 トノ本C比 較表 (ha當 リ)

 

  

 

  

 

    天然 林トシテノ・、伐探地昌近接シ11.ツ之 ト同一・植生型(Dryopteris type)ナ ル現存天然林

    上楠 第一匿、下楠第一睡内二於ケル調査結果(李 均値)デ ァル。ソノ面積ハ主木、副木ニ

    ア リテハ各nO.91,059ha.稚 樹 中(上表A】,A2)ノ ・調査匠敷5、 各々100軍 方 米、(上表A3)

    ハ調査匿数4デ アリ、各kO.36,0・09,0・13・0・3211a.昌於ケルモノデアル。伐探地ノ分ノ・既

    二掲 ゲタルモノノ李均値 トス。但シ伐探地二於テハA3二 相當スル調査 ヲ行ハズ。

 次 二伐探地 二於 ケル本C割 合 ヲ求 ム レバ、主木本数667本 ヲ1ト スレバ主木、副木、稚樹(樹

高30～130cm)ハ1:21:iOノ 上ヒトナル。而 シテ天 然林 二比 スレバ主木本数ハ現在約牛籔 ナル ヲ以

T、 天然林主木本数667本 ヲ1ト スレバ、伐探地 ノ主木、 副木、稚樹ハ0.5:11.0:5・0ノ 比 ヲ示

ス コ トトナル。藪 二注 意 ヲ要 スルハ伐探地 ニア リテハ、天然林 ト異 ナ リ副木本 藪 ヲ著 シ ク増 セル

ニ反 シ、稚樹歎 二乏 シキ コ トTア ル。副木 ハ概 シテ生長 旺盛ヂ アルガ ソ ノ数過 多ヂア リ、今後 自

然 ノ推 移 二委 セバ生存競孚 ヲ激 シ クスル虞 ア リテ、密立 ノ部分 ヲ適 宜伐探 シテ利 用 ヲ計 ル コ トモ

必要デ アル。稚樹 ハ副 木 ト異 ナ リ、生長不良 デ アツテ天然林 二於ケル ト同様 二被歴朕 態 二置 カレ

クモ ノガ多イ。稚樹 ノ少 キ〉・、枯死、伐捨 等 ノ消失本数 多 キコ ト、 一齊的生長増大 ニ ョリテ副木

呂進 ミシモ ノ多キコ ト及後生樹 ノ爽 生少 キコ ト等 二原 因 スルモ ノ ト思 バ レル。併 シナガ ラ、之等

稚樹 ハ主 トシテ第二次 ノ主伐期 二利 用サルルモ ノデア リ、尚、 ソノ漕失 ガ樹 高低 キ稚F 多 キ コ
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ト及今後、後生樹 ノ引績 キ爽生 スル コ ト等 ヲ併 セ考 フレバ、將來 二於 ケル更新 二支障 ヲ及 ボスモ

ノ トハ思ハ レナイ。

 尤 モ、主伐時 二於 クール主木 、副木、稚樹 ノ如何 ナル本歎比並配置 ヲ以 テ最 適 トスルヤハ、今後

二淺サ レタル重要 ナル研 究問題 デアル。

 2.現 存 主木 中、本歎 二於 テ約6割 ハ伐探當時 ノ副木 タ リシモ ノデア リ、省現存副木ハ伐採 當

時 ノ稚樹 ヨ リ進 ミタルモ ノガ大部分 ヲ占 メテヰ ル。現存稚樹 ニハ前生樹約4割 後生樹 約6割 ヲ見

込 マ レル ノデアル。 目下、現存副木 ノ盛 ンニ生長 中ナル ヲ眺 ムル時 、天然林 二於 ヶル稚樹ハ、永

年被墜 セ ラルル モ後縫樹 トシテ ノ有用性 ヲ多分 二有 スル コ ト.ヲ知 ルモ ノデアル。

 3.伐 探 後17～18年 ヲ輕 タル現在 ノ主木、副木、稚樹 二封 スル 樹種混溝歌態 ヲ見ル ニ、主 木

ニア リテハ えぞ まつ 、 とどまつ ノ比2:8ヲ 示 シ、副木 ニア リテハ 爾者略k同 数 トナ リ、 稚樹 ハ

幾 分 とどまつ優勢デ アル。之 ヲ伐採前 タル 天然 林 二比 スレバ、主木 二於 テハ とどまつ ノ伐 リ淺 サ

レ タルモ ノ多 キ故 とどまつ ノ本藪 ヲ増 スハ當然ナルモ、副木 、稚樹 二於 テハえぞまつ 二比 シ とど

まつ ノ本敷比 ヲ減 ジ テヰル。 伐 リ捨 テ ラレタル小木 ノ樹種 別本数 ヲ求 ムル コ ト困難 ナルモ、 とど

まつ 二疵 木 多キ コ ト等 ヨリ、伐採 後 二於 ケル とどまっ稚樹 ノ枯死敷著 シキ コ トヲ考察サ レル ノデ

アル。主木 ニア リテモ今後 とどまつ疵 木又 ハ枯死Cヲ 増 シテえぞまっ優勢 トナルハ、樹性等 ノ調

査 ニヨリテ解 セ ラルル所 ヂアル。

 斯 クノ如 ク伐採 ニヨ リテ樹種混滑歩合 二攣遷 ヲ來 ス ト錐、特殊 ノ攣化加 ハラヌ限 リ、將來 えぞ

奪つ、 とどまつ ヲ主 トスル林分構成 ヲ持績 スル コ トハ明 カデ アル。

 4.後 生 樹 ハ調査 ニ ヨレバ現在 、伐探跡地 中前生樹 ノ相當多歎 二在立 スル 所 二 於 テハ、ha當

リえぞ まつ1600-一 一2-100本、 とどまっ1600～4000本 ヲ算 フル コ トガ出來 タ ノデ アル。之等 ハ樹 高

130cm以 下 就 中30 cm以 下 二多キモ、尚130 cm以 上350 cm位 二生長 セル モ ノモ 稀 二見 ラレル。

而 シテ後生樹本数 ハ、稚樹全敷 二封 シ20～90%ヲ 占 メ、殊 二樹高20cm位 以下 ハ 殆 ド後生樹 ト

見徹 スコ トガ 出來ル。

 後 生樹 ニア リテモ天然林 二於 ケル1・同檬 二、 えぞ まつハ主 トシ テ倒木 上 二、 とどまっハ地上並

倒 木上 二磯生 スル傾 向 ヲ認 メラルル ノデア ッテ、今後 集約 ナル施業 ニヨ リテ漸次倒木9減 ジ、 え

ぞ まつ ノ爽芽床失ハルル場合 ノ封策 ヲ考ゼ ラレネバ ナラナ イデア ラウ。
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          第五章 疵 木 二 關 ス ル 調 査

 疫 木 二關 シテ調査 セルハ第十五、十六表 デアル。

   障 害 ノ多 クハ外部 ヨリノ槻察 ニヨ リテ判明 スルモ、内部的障害 タル必腐 ハ、熟 練 セル人夫

  ヲシ テ樹幹叩音 ニ ヨ リテ判別 セシモ ノデアル。必腐 、きの こぎハ共 二菌類 ニヨ リ材部 ノ腐朽

  ス ル モ ノナル モ、爾者ハ樹種 ニヨ リ異ナル故 、外 部 二菌膿 ノ附着 スル所謂 きの こぎ ト障害 ノ

  外 部 二現 ハ レズシテ材 部 ノ腐朽 スル所謂 必腐 トニ類 別スルモ ノデアル。而 シテ同一木 二二種

  以 上 ノ障 害 アルハ便宜 ソノ著 シキ方 ヲ揚 ゲル ル コ トトスル。

 幾 存木中 ニハ多敷 二疵 木ア リテ、伐探 後枯死 セノLモ ノヲ可ナ リ生 ジタ ノデ アルガ、街現在 二於

テ モ疵木 ヲ認 メラルル ノヂアル。第 十五表 ニヨレバ、主木 ノ疵 木本 歎牽ハ えぞまっ27° °とど糞

つ32%二 及 ンヂ ヰル。 併 シ天然林 ヨリモ疵木 少 ク、 就 中低径級例 ヘバ 直径20cm以 下 ノ主木 ハ、

生長 良好ナルモ ノニ富 ミソ ノ疵 木本  xぞ まつ20%と ど まっ30%二 低 下 シテヰル ノデアル。

但 シとどまつ ノ疵 木本数 及本数率 ハえぞまつ ヨ リモ大 ナル コ ト及 心腐 、凍裂 ニ ヨル被 害ハ とどま

つ 二、 きの こぎガえぞ まつ 二多キ現象 ハ天然林 二於 ケル ト同様デ アル。

  第 十五表      現 存 生立木、疵 ノ極類 及材 ノ利用牽別本歎

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

       調査地 第八圏(大 正六年度伐探)  昭和九年十月調査、面積LO ha
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 伐探跡地ニハ、天然林二極 メテ稀ナル擦傷木 ヲ可ナリ螢見スル ノデアル。尤モコノ擦傷ハ利用

主木伐倒叉ハ枯木 ノ轄倒二當 リテ、ソノ樹幹 ノタメニ軍 二外皮部 二擦傷 ヲ負フタモ ノデアツテ、

材 ノ利用上 ニハ影響 スル所ハ少イ。

 副木、稚樹ハ主木 ト異ナ リ、心腐、昌きのこぎ等 ノ被害 ヲ未グ殆 ド認 メラレナィ。其他 ノ疵 二關

シテハ未 グ小木ナル ヲ以テ材 ノ利用上影響セル疵 ノ類別ハ困難ナルモ、試 二心止 リ歌 ヲ呈 スルモ

ノ、頂枝 ノニ股 トナレルモノ、樹幹 ノ曲レルモノ等 ヲ疲木 トシテ調査 スレバ第十六表 ノ如 ク全数 ノ

  第十六表         現存生立小径木、疵木本c表

 

 

 
  

 
 

 

      面積各々0.lha上 ノ  8m以 下 ノ全生立木ヲ調査  昭和八年八月調査
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約3～4割 ヲ算ヘ タノデアル。

 伐探地及天然林 二於ケル疵木 ノ1{(yAGヨリ考察スレバ、主伐期 二於ケル林分構成又ハ蓄積ハ、現

存天然林 ノ如キ飽和欣態ヲ目標 トスルハ、材 ノ利用上不利 トナル ノヲ冤 レナィデアラゥ。

          第 六 章 生 長 二 關 ス ル 調 査

             第 一節 調 査 方 法

 林分 ノ直径並材積生長量ハ、立木ノママニテ主木全部 二就テー々生長錐ヲ用 ヒテ測定 セル現時

ト伐探時 ノ直径 ヨリ求 メタモノデアツテ、・生長錐 ノ挿入方法及材積計算方法ハ伐採率及林分構成

ノ項 ノ調査方法 二於テ述ペタ通 リデアル。樹高生長ハ、年 々生ズル主幹 ノ枝節 ニヨル算定 ヲ基礎

トシ、樹幹各所噺面 ノ年輪歎 ニヨリテ槍定 シ測定 ノ正確 ヲ期シタノデアル。標準木 ノ直径生長ハ

伐倒・樹幹辮 … 求・・生長画 鵜 孕 式・・ツテ算定・クモ・デアル・

 生 長 量 ニハ、伐探 ノ枯 損所謂負 ノ生長 アレ ドモ、薮 ニハ主 トシテ現存生立木 ノ正生長量 二就T

論 究 セ ン トスル モ ノデアル。

 一般 二えぞまっ、 とど まつ ノ生長 ハ、調査 ニ ヨレバ當地 方 ニア リテハ八 月下旬 マデ ニ休止 スル

モ ノデ アノt。昭和八年度 二於 テハ八 月上 、中旬 二調査 ヲ行 フタモ ノデア リ、正確 ヲ期 スル意味 三

於 テ當該年度 ノ生長量ハ計算外 トシ、軍 二参考 トシテ調査表 二附記 スル ニ止 メタ。

      第 二 節 伐 探 後 、 残 存 木 ノ生 長 増 大 シ始 ム ノV ノ 年 藪

 先 ヅ直径生長 二關 シテ、現 存主木 ニツキ伐探後、生長増大 シ始 ムル迄 ノ年 数 ヲ第 十七表 二見ル

ニ、 とどまつ ハ1年(伐 採翌 年)ヨ リ8年 二亘ルモ、3～5年 ノモ ノ最 モ多数 ヲ占 メ全歎 ノ約8割

トナル。 えぞまつハ調 査本数 少キモ、 とどまつ ヨ リモ幾分邊 レテ生長増大 シ始 ムルヤ ウニ思 レハ

ル。薮 二注意 ヲ要 スルハ伐採 後現 在 二至 ルモ伐探前 ノ生長量 ト攣 リナキモ ノ及伐採後却 テー時生

長低下 スルモ ノ等 ソノ数 少キモ見 ラルル コ トデアル。前者 ニハ伐採後 モ生長量低 キママ ニテ持績

スル モ ノ ト、生長良好 ナル歌態 ヲ績 ケル モ ノ トアル。

 現 存副木 二關 シテハ、伐採 後生長増大 シ始 ムル迄 ノ年数ハ 芽:十八表 ニョレバ3～6年 ニアルモ

ノ多 ク、幾分主木 ヨリモ遅 レルガ如 キ感 ヲ與 ヘ ラレル。爾、副木 ノ主木 ト異 ナルハ、主 木 ニア リ

テハ伐探前 二既 二被墜時代 ヲ離 レタルモ ノ多 ク、 副末 ニア リテハ伐採當時 ニハ被 歴時 代 二屡 スル
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  第十七表     伐採後残存木 ノ生長増大開始マデ ノ年藪別本数

                  (直  裡  生  長)

 

 

 

 

 
 

 
 

            第 八QP、 昭和九年九月調査(大 正六年度伐採地)

            A… ……伐採後モ蛋長量低キ歌態 ヲ持績スルモノ

            B… ……伐採前モ伐採後モ同ジ位二生長良好ナル毛ノ

            C・.・……伐採後反 ツテ生長低下スルモノ
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稚樹 ナ リシモ ノニ富 ンデヰル ノデ アルガ、伐採後 ニハ、副木ハ主木 ト稻 々等 シキ生長 量増大 ヲ示
引
スモ ノ多 キ ヲ以 テ、生 長増 大開始期 ヲ主木 ヨ リモ明 カニ認 メ得ル コ トデ アル。

 現 存前生稚樹ハ、 今尚被墜朕態 ニアルモ ノ多 ク、從 テ 生長増 大開始期 ヲ 認 メラレヌモ ノガ多

/f。

 次 二樹高生長ハ、直 裡生長 ト異 ナ リ主木 ニア リテハ生長増大 ヲナスモ ノ極 メテ稀 デアル。依 テ

我探後生長増 大 シ始 ムルマデ ノ年数 ハ、主 トシテ副木 二求 メラルル ノTア ルガ、第十八表 ノ示 ス

却 ク直径 生長 ノ場合 ト略 々同様 トナツテヰ ル。

 斯 ク ノ如 ク淺存生立木 ハ、疎 開 ノ好影響 ヲ受 ケノしトモ直径生長、樹 高生長 共 二、疎 開 ノ翌年 ヨ

:リ直チ ニ増大 開始 ヲスルモ ノデハナイ。故 二、生長経過等 ノ黙 ヲモ併セ考 フレバ、軍 二伐探後十

年以 内位 ノ成果 ヲ以 テ將 來 ノ施業 二封 スル資料 トスルハ當 ラナ イデ ァラウ。

  第 ト八表      伐 探 後残論 木 ノ生長増大 開始マ デ ノ年藪

き
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              第 三 節 直 径 生 長

 伐探後 二於 ケル現存生立木 ノ生長量 ヲ論究 スル ニ當 リテハ、林木 ノ大 キサハ、現在 ヲ基 準 トゼ

ズ伐探時 二遡 リタルモ ノニヨル方 ガ、伐採木 ノ選定 ソ ノ他施業上 ノ資料 トスル ニハ便利デアル。

故 二生長 ノ項 二於 ケル主木、副木、稚樹ナル類別ハ、伐採時 二於 ケル大 キサ ニ ヨルコ トトスル。

 1.主  木

   伐採 後現在 マデ ノ全立木 ノ総生長量調 査地 ハ 大E六 年度伐探地 デア リ、 ソ ノ伐探率 ハ 直

  径10cm以 上 二於 テ本数57%材 積81%ヲ 示 シテヰル。(第 八調査AP、 面 l ha)尚 毎 年 ノ

  生 長 量調査用 二供 スル標 準木 ハ、本調 査囁内及 ソノ附近 二於 テ選定 シタ。

 伐採後17年 間 二於 ケル直径総 生長量 ・・、附第四表 二示 ス通 リデアツテ、 えぞ まっ1～9cmと

ど まつ2～14cm二 亘 リ匠 々ナルモ、 ソ ノ中 ノ大部分 ハえぞまつ 二於 テハ4～6～8 cmと どまつ

5～8～12cmデ アル。 コ ノ17ヶ 年 ヲ通 ジテ ノ年卒均生 長量 ハ、 えぞまつ約0.2～0.4～0.5cmと ど ま
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つ0.3～05～0.7cmト ナ ル。次 二之等 ノ伐採前 帥天然林時代五 ケ年 ノ年雫均 生長量ハ 、附第六表

ノ如 ク大 凡えぞまつ0.06～0・10～0・20cmと どまっ0・06～0・15～0・24 cmト ナ ツテヰル。之 ニヨレ

バ伐採 後 二於 テハ伐採前 二比 シえぞ まつ、 とどまつ共 二平均約3倍 ノ連年生長量檜 加 ヲ示 シ、直

径 生長率 二就 テモ伐探後ハ 」=均3～4;-rナ リ、 伐採前 二比 スレバ約3倍 二上 ツテヰル。 爾 、標

準木 ノ樹幹析解 ニヨル精 査 ノ結 果 モ之等 トホ ザ同様 ノ数 維 ヲ示 シテヰル。(爲 眞 第九圖)

 伐 採 後現在 マデ ノ樹 種 ニヨル蓮年生長量 ハ、幾分調査資料 二乏 シ クソノ優劣 ヲ充分 一1L較 シ得

ラ レナ イガ、將來 ノ生長 量 二關 シテハ、標 準木 ノ生長経過 及天然林 二於 ケル生長量調 査 ニョリ、

恐 ラクえぞまつガ とどまつ 二幾 分優 レルヤ ウニナル コ トヲ推定 シ得 ラレル。

 樫 級 ニヨル伐採後17ケ 年 ヲ通 ジテ ノ蓮 年生長量 二就 テハ、 附第四表 ニ ヨレバ 直裡10～20cm

ハ え ぞまっ0.37cmと どまっ0.45 cmナ ル モ、直径20 cm以Lハ えぞまっ0.27cmと ど まっ0.36cm

ヲ示 シテオ リ樹、直径20cm以 下 ノ林 木ハ伐採前 ニハ ソレ以上 ノモ ノニ比 シ テ幾 分生長量 劣ルモ、

伐探後 ニハ反 ツテ大 トナル現象 ヲ知 ルモ ノヂアル。依 テえぞまつ、 とどまっ共 二鷹シテ裡級 ヲ増

ス ニツレテ疎 開 ニヨル好影響 ヲ受 ケル コ ト少キ傾 向 ヲ窺 バ レル。

 樹 齢 ト伐採 後 ノ生長量 トニ就 テハ、幾分調査本数 少 キタ メ明言 シ難 キモ、天然林 ノ調査資料 ア

モ併 セ考 フレバ、一定 ノ關係 ヲ見出サ レナイヤウニ思 バ レル。帥、天然林 ニア リテハ、林 木 ノ大

キサハ、主 トシテ被堅 ヨ リ開放 セ ラレテ生長yl3大 シ始 メタル後 ノ年数 及 ソノ生長量 二支配 サルル

モ ノデアル。而 シテ被 墜時 代 ハ生長 量極 メテ低 ク且 ソ ノ年数 ハ定 マ ラナイ ノデア リ、換言 スレバ

被r年 r疎 開 後 ノ生長 良否 トニハー定 ノ關係 ヲ求 ムル コ トガ出來 ナ イノヂアル。.

 次 二伐採 後現在 マデ ノ生長経過ハ、標 準木調 査結果 二基 キ毎 年 ノ生長量 ニ ョツテ求 メタ ノデア

ルガ、薮 ニハ ソノー部分 ニツキ圖表(第 二圖)ト シテ之 ヲ揚 ゲ、歎字的 ニハ簡明 ナラシムルタ メ

5ケ 年毎 二纒 メクルモ ノヲ附 第 七表 トシテ示 スコ トトスル。

 之 ニヨレバ、多 クハ伐探 後3～5年 目 ヨ リ生長増大 シ始 メ 伐採8～10年ri位 二最 高 二達 シ、 爾

後低下 ノ傾 向 ヲ辿 リツツ現在 二及 ンデヰル。生長最高期 ニハ、連年生長量3～7～9mmデ ア ツテ

伐探前 即天然林時代 ノ年雫均 生長量 二比 ス レパ3～7～11倍rナ ル。 最近5ケ 年 ノ年李均生長量

ニア リテモ、3～6mmヲ 示 シ伐採 前 ノソレニ比 ス レバ2～4倍 トナル。尤 モ幾存主 木 ニハ 疎 開 ノ

欝影 響 ヲ受 ケヌモ ノモ幾分 存 スル コ トハ既 二述 べタ所 デアル。

 樹 腫Fヨ ル伐採後 ノ生長 経過 ヲ考 察 スル ニ、 とどまつ ハえぞ まつ ヨリモ幾分 早 ク生長t大 シ始

*本 書二於テ現在 ト云フハ、註言セヌ限 リ昭和九年頃ヲ指スモノデァル。
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メ、 生長最 高期 二達 スル コ トモ亦幾 分早 ク爾後 二於 ケル生長低下 ノ度モ大ナル ヤウニ思 バ レル。

コ ノ現象 ハ、生長錐 ニヨ リテ得 タル資料 ヨ リモ解 セラレル。帥1調 査木 中、最近数 ケ年間 二於 ケ

ル生長 状勢 ヲ見ルニ、飴 リ攣 ラヌモ ノえぞ まっ21本 と どまつ23本 ナル ニ、生長低下 ノ傾向明 カ

ナルモ ノえぞまっ6本 二封 シ、 とどまつハ152本 ヲ算 ヘタ ノデアル。

 最 後 二伐探地域 二介在 スルとどまつ ノ淺存 主木 二富 ミテ極 メテ弱度 ノ伐採率 トナレル部分 二就

  第 十 九表       伐 探 前後 二於 ケル生長卒 生長量比較表

 

 

 

 
 

  

 

 
  

 

 

 

             大正六年度代探地、昭和九年十月調査
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   第 二 圖      伐探後二於 ケル淺存木 ノ蓮年生長曲線
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テ 、伐採後 ノ生長状態 ヲ調査 ゼシ ヲ以 テ、試 二附 第七表 二掲 ゲテ置 イタ.。本表 ニ ョレバ伐探 後 ノ

年雫均生長量 ハ0.2～0.4cmヲ 示 シ、他 ノー般的 ナル強度伐探地 二比 スレー¥劣ツテオ リ、 殊 二直

径20cm以 一ヒノ林 木ハ、疎 開後 二生長増大 ヲナサズムシロ低 下 ノ傾向 ヲサへ認 メラルル ノデ アル。

從 テ伐探寧極 メテ弱度 ノ場合 ニハ、淺存木 ノ著 シキ生長増大 ヲ期 シ得 ラ レナ イコ トヲ窺バ レル。

 II.副  木

 伐 探當時直径10cm以 下 ナ リシ副木中、伐探後直径10 cm以 上 ナル主木径級 二進 ミシモ ノハ、

敦 レモ生長 旺盛 ヂア リ、特 二生長良好 ナルモ ノハ 伐採後17年 目 二既 二副 木 ヨ リ直径24cm二 蓮

シテヰ ルモ ノサヘ モ 見 ラルル ノデ アル。 試 二之等、副木 ヨリ現在直樫16cm以 上 トナ レル と ど

まっ10本 ニ ツキ、伐採後17年 聞 二於 ケル総生長量 ヲ測 定セ シニ、6～13cmヲ 示 シ コノ年亭均生

長量 ハ0.4～0.8cmト ナ ツテヰル。

 更 二年 々 ノ生長量 ヲ求 メンガ タメニ、 標 準 ト思ハルル副木34本 ヲ 伐倒 シ ソノ圓板 ニツキ精査

シ伐探時 ノ樫級別 二整理 シタ ノデアルガ、 ソノ結果 ハ 附 第八表 二示 シタ通 リヂ アル。 本表 ニツ

キ先 ヅ/14括的 二伐探 後現在 マヂ ヲ通 ジテ ノ年李均生長量 ヲ見ル ニ、 えぞ まっ0.19～0.66cmと

ど まXO.19～0・51cm zア ツテ、直径20 cm以 下 ノ主木生長量 二梢 々似 テヰル。 伐探前 帥天然林

時 代3ケ 年 ノ年準均生長量ハ、 えぞ まつ0」4～0.36cmと ど まっ0.08～0.20 cmデ ア ツテ、伐探後

二於 テハ伐採前二比 シ約2倍 ノ増加 トナル。次 二径級 別並 二樹種別 二見 レバ、伐探後 ノ絡生長量

ハ、伐探時 二於 ケル樫級 ノ大 ナル方ガ小 ナ ルモ ノヨ リモ、えぞまつハ とどまつ ヨ リモ大 トナル傾

向 ヲ認 メ ラレル。

 副 木ニア リテハ、主木 ト同様 二伐探後歎 年 ヲ経 テ生長壇大 シ始 メ、伐採10年 目位 二最 高 トナ リ

爾後極 メテ徐kナ ルモ低 下シ ツツ現在 二及 ンデヰルモ ノガ多 Tア ル 。併 シ最近 二於 ケル低 下 ノ

度ハ主木 ヨリモ緩漫 デアル。(第 三圖)

 調 査 ノ範 園内 ニア リテハ、伐採時 二於 ケル副木 ノ樹齢 ハ38～118年 二亘 ツテヰルガ、樹齢 ニョ

ル生長量 ノ差異 ヲ認 メル コ トガ出來ナ イ。

 IIL 前 生 稚 樹

 前 生稚樹 二關シテハ、伐探 當時 樹高1.30m以 下 デア リ、 伐探後現 在 マデ全 年 ヲ通 ズル胸 高直

径 ノ生長量 ヲ求 ムル コ トガ出來 ナイ。 薮 ニハ試 二現在樹高2m以 上 トナ レルモ ノ65本 二 就 テ、

最近5ケ 年(昭 和3～7年)二 於 ケル年干 均生長量 ノ調査表 ヲ見 ル ニ、 伐採後 ノ生長量 ハ年李均

0.3cmト ナ リテ副木 ヨリモ幾分劣 ルコ トトナル。
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  第 三 圖      伐探後 二於ケル淺存木 ノ蓮年生長曲線
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             第 四 節 樹 高 生 長

 1.宝  木

 主 木 ノ樹高生長 状態ハ、 槻察 ニヨ リテモ 解 セ ラル ル 所 デアルガ、 ソノ藪値 ヲ標準木調査 二基

キテ示 セバ、附第六表 ノ通 リ トナル。本表 ニ ヨレバ伐探前5ケ 年間 ノ年平均生長量ハ、 えぞ まっ

4.4～13.2㎝ と どまっ1.6.19.2cmナ ル ニ、伐採後17ヶ 年 ヲ通 ズル年李均生 長量 ハ、 えぞ まつ

2.8～4.9cmと ど まっ2.6～8.1 cmト ナ リテ、 伐探前 二比 スレバ えぞ まつ約1/..3～孤 二減 ジとどま

つ モ多 クハ 絶～%減 トナル。 帥、一般 二伐探後 二於 ケル主木 ノ樹高 生長 ハ、 低下 ノ現象 ヲ認 メ

ラルル ノデア ツテ、直径生長 トハ全 クソ ノ趣 ヲ異 ニスル所 デアル。之 、伐探前 即天然林時代 二既

二生長最高期 ヲ過ギ テ下降期 二向 ヒツツア リシモ ノニテ、疎 開 ニヨル好影響 ナ ク、綾漫 ナガ ラ漸( )

次 低 下 ノ途 ヲ辿 ツテヰ ル ニ過ギ ナイコ トヲ知 ルモ ノヂアル。 コ ノ歌勢 ハ、第二圖=ヨ ク現 ハ レテ

ヰル。

 II.副  木

 附 第九表 ニツキ総括的 二見 レバ、 伐探前3ヶ 年聞 ノ年李均生長量 ハ、 えぞ まっ8～33cmと ど

まっ5～17cm、 伐採後現 在マデ ヲ通 ズル年挙均生長量 ハ、 えぞ まっ14～28 cmと ど まっ5～20 cm

トナ リテ伐採前後 二飴 リ攣化 ナキガ如 キモ、仔細 ユ見 レバ林木 ノ大サ ニヨツテ異 ナル ノヲ解 スル

コ トガ出來 ル。即、刷木 中、小径 級 二薦スルモ ノハ、伐探後 ニハ概 シテ伐探前 ヨ リモ増大 シ、調

査 表 ニヨレバ2～4倍 位 トナ レルモ、径級 ノ大 ナルモ ノハ、伐探 後反 ツテ 減 ズル 傾 向 ヲ示 シテヰ

ル。尤 モソ ノ低下 ノ度ハ、主 木 二比 スレバ輕 イノヲ通例 トスル。

 次 二樹種 別 二考察 ス レバ、直樫 生長 二於 ケル如 クえぞ まつ ノ伐探後 二於 ケル樹 高生長 ノ・、幾分

とどまつ ヨリモ優 レテヰル。

 生長経過 二關 シテハ、伐探後生長増大 ヲナスモ ノニア リテハ、伐探後3～5～7年 目ヨ リ生長増

大 シ始 メ、 ソレヨ リ激年 目二最高 トナ リ爾 後漸次低下 ノ途 ヲ辿 ツテヰル。生長最盛期 ニハ、年生

長量60cm二 達 スルモ ノモ見 ラルルガ、一般 二・・30.40 cm位 ノモ ノデアル。(第 三 國)

 III.前 生 稚 樹

 一 般 二稚 樹ハ、天然林 ニア リテハ被堅欣態 ヲ呈 シ生長量極 メテ低 キ ヲ通例 トスルモ、伐探後 ニ

ハ環境 ノ攣 化 ニ ヨリテ生長歌態 ヲー攣 スル ニ至 ルモ ノデ アル。

 先 ヅ肥沃地 天然林 ノ伐探地域 ヲ代表 スル所 ノ比較的稚樹 二富 ム箇所 二就 テ述 ブレバ、

稚 樹 ニハ伐探後 二著 シ ク生長量 ヲ増加 スルモ ノニ富 ムモ、術、生長増大量 ノ極 メテ低 イモ ノモ少



                                       4董

ク ナ イ。例 ヘバ、第八表及第九 ノ(3)表 ニ ヨレバ、伐採時 ノ稚樹(樹 高 階1～130cm)ハ 、 伐X 15

酎16年 後 ニハ20～700cmナ ル著 シク廣 イ樹高階 二攣 ツテヰル ノヲ知 ルモ ノデアル。斯 クノ如 ク

伐探後樹高生長 二甚 シキ優劣 ヲ生 ズル大勢 ハ、伐探後 ノ数年間、邸生長増大 シ始 ムル頃 二定マル

モ ノ ト云 ヒ得ルデア ラウ。 帥、疎開 後間 モナ クシテ伸 ビ得ザル モ 万 ・、既 二伸長 ノ時 機 ヲ失シ タ

コ トトナ リ反 ツテ生長増大 セル モ ノノ被 墜下 二置 カレ等 シテ、次 ノ疎 開 ヲ侯 タネバ生長 量増 大 ヲ

期待 シ得 ラレヌ コ トトナル。

 如 何 ナル稚樹 ガ、伐探後 二旺盛 ナル生長 ヲナスヤハ興味 アル問題 ヂア リ、以下 少シ ク之 二燭 レ

テ見 タ イ ト思 フ。

 同 一樹高階 二鵬 スル モ ノニシテ伐探 後 ノ生長歌 態 ヲ異 ニスルモ ノアルモ、伐採後 二旺盛 ナル生

長 ヲナスハ、概 シテ大 ナル樹高階 二rセ シモ ノデ アル。伐探當時大 凡樹 高30～40cm以 下 ニア リ

シ稚 樹 ニハ、伐探後 ノ生長 増 大量低 キモ ノヲ多数 見出サ レル。而 シテ之等樹 高低 イモ ノハ、現 在

二於 テハ樹高2m以 下 二属 スル モ ノガ多 イヤウニ思 バ レル。 次 二、伐採時 二於 ケル樹高、40 cm

以 土 トソレ以下 トニツキ、 伐探前3ケ 年及伐採後15-16年 間 ノ蓮年生長量 ヲ、 附第 十表 ニヨリ

比較 センニ、

 伐採前 ニハ、伐探當時樹高40cm以 下 ノモ ノハ えぞ まっ0.8～3.6 cmと ど まっ1.0～3.2 cm、 樹

高40cm以 上 ノモ ノハ えぞ まっ1・8～4・4 cmと ど まつ1.8～8.1cmヲ 示 シホ 寸相 似 タル モ ノナルモ、

伐採後 ニハ、前者 ハえぞ まつ12～14・2cmと ど まつ1・6～8・6 cmナ ル モ、 後者・・えぞ まつ8・6～

26・9cmと ど まつ12・1.26.9 cmト ナ リ、著 シ ク生長量 二差 ヲ生 ズル ニ至ル。蓋 シカカ ル樹 高低 キ

稚樹 ニハ、疎開前被墜 木 ノ被L下 ニアル モ ノ叉ハ未 ダ生着 安定 ヲ歓 クモ ノ等 ア リテ、疎開 ニヨル

好影響 ヲ充分 二受 ケ得 ラレナイモ ノ多キコ トヲ考 ヘ ラレル。(第 四圖)

 ・ 上 表ハ伐採 當時 ノ樹 高約90cmヲ 最 高 トシタル モ ノノ調査 デア ツテ、 モシ稚樹階全数 二亘

  リテ調査 ス レバ、以上 ノ結 果ハ更 二明 カ トナル ヂア ラウ。

 更 二伐採 後 二於 ケル稚樹 ノ樹高生長量 ハ、副木、稚樹本藪 ノ密 度 ニヨリテモ異ナルモ ノ募ア ツ

テ、例 ヘバ附第九 ノ(3)表 二於 テ第 五匠 ト第六nnト ヲ比 較 スレバ、前anノ 稚 樹 ハ後擁 ヨサモ生長

旺盛 トナ ツテヰル。第五匿 ノ軍位面積當 リ本歎 ハ、第 六Pノ 約 孚撒 デア リ、後 者 二於 テ藻 一時 二

生存競孚激 シ クナ リテ生長量 二影響 スル コ トモ勘 クナ イ ノヲ解 セ ラレル。

 以 一L/1同 一 疎開状態 ノ下 二於 ケル稚樹 ノ生長 量 ヲ比較 シタ ノデアル。疎開度 ト蝿存稚 樹 ノ生長

欺態 トノ關係 ヲ明 カニ ス)L=ハ 、 今後 ノ調 査='Fxタ ネバナ ラヌ所 ガ多 イガ、試 二伐探地域 二偏在

スル淺存主木 ノ多 イ部分 二於 ケル伐探 後 ノ稚樹 生長 状態 ヲ調 ベ タル ニ、 えぞまつ、 とどまつハ年
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雫 均 生長量3・1～5.8cmヲ 示 スニ過 ギズ、共 二生長 ノ劣ル ノヲ知 ルモ ノデアル。 省 コノ駄 態ハ他

                                   (1)
ノ躬度伐探地 二於 テ観 察 ニョ リテモ了解 スル コ トガ出來 ル。亦、北海道林業試験場 昌ア リテモ、

と どまつ 二就 テ以 上 ノ現象 ヲ肯 定 スル調査結果 ヲ磯表 セ ラレテヰル ノデアツテ、稚樹 ノ生長増大

ヲ期待 スル ニハ、先 ヅ可ナ リ張 度 ノ疎開 ヲナサ ネバナ ラヌ コr9思 惟 セ ラルル ノデアル。

 樹 種 ニ ョル伐採 後 ノ稚樹 生長量 ニハ、著 シ キ攣化 ヲ認 メラレナイガ、幾分 とどまつ ハえぞまつ

ヨ リモ劣ル傾向 ヲ窺バ レル。

 前 生稚 樹 申、伐探 後生長 増大 ヲナスモ ノノ生長経過 ハ、第四圖 二示 ス通 リデ ア リ、 副木 ノ項 二                〇

於 テ述ベ タル トホ"同 様 ノ現象 ヲ示 シテヰル。

 IV.後 生 樹

 伐 探後 二磯 生セル所 謂後 生樹 ハ、現在樹高3m饒 二及 ブモ ノ稀 二存 スルモ、大部分ハ稚樹 即樹

高1.30m以 下 二属 シ テヰル。

 後 生樹 ノ年李均生長量バ、附 第十表 二求 ムル ニ1～21cm二 亘 ツテヰル。・併 シ樹 高 ノ大 ナルモ

ノホ ド殊 二現 在樹高約2m以 上 ノモ ノハ生長量大 ナルモ、 ソレ以下 ニア リテハ生長量低 ク、 コノ

現 象ハ前生雅 樹 二見ル ト同様 ヂアル。蓋 シ伐採後爽生 セル モ ノノ中、地 ノ利 ヲ得 タル モ ノハ生長

旺盛 トナルモ、草叢3Cハ 副 木等密立 ノ所 二嚢生 セルモ ノハ劣勢 トナル コbヲ 考 察セ ラルル所 デア

ルo

             第五節 材 積 生 長

 L 伐 探 地

   薮 二述 ブル伐探地 ノ材積生長ハ、 大正六年度伐探地デアツテ材積伐探 8t%ヲ 示ス所 ノ

  1ha上 ノ現存生立主木全部 二就テノ調査 二基 クモ ノデアル。本調査地ハDryopteris type二

  属スル地味肥沃地 デアリ、伐探前自P天然林時代 ノ1ha當 リ推定蓄積ハ'450 fmト ナル。而 シ

  テ材積算定ハ直径10Cm以 上 二就テナセルモノデアル。

  調査結果 ノ詳細ハ、附第三表 二示シタノヂアルガ、之ヲ簡畢 二取纏ムレバ、

(1)北 海道林業試験揚報告、第10號及第11號
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第 四 圖     伐探後晶於ケル淺存木 ノ樹高蓮年生長曲線
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  第二十表      伐探後呂於ケル現存生立木 ノ材積生長量

                 (1ha.翠 位fm)

 

 
 

 
 

 
 
  

 

 
 

 
 

  

 
 
 

            伐探時 …・・大正六年度、現時 …・昭 和九年度

 本 表 ニヨレバ伐探後17年 間 ヲ通 ズルh1當 リ年卒均 生長量 ハ、直径10cm以 上 トスレバ3・576

fm材 積 生長( )率7.14°oト ナ リ、直 zo .cm以 上 トス レバ2。705 fm 9.83%ト ナ リテ可 ナ リ旺盛 ナル

生長 ヲ示 シテヰル。Yu1、 コ ノ藪値 ハ伐採後生長増大開始迄 ノ生長 量低 キ数 ケ年 ヲ含 ミテ ノ計算 ヂ

ア リ、生長 増大 シ始 メタル後 ノ生長量ハ更 二増加 スル モ ノデ アル。

 現 存生立 木 ノ伐採後現 在マデ ノ材積生長 量 ヲ考察 スノL二當 リテ、(1)伐 探 後現在 々デ17年 間

二新 タニ]Ocm以 上 ノ種級印主木 二加 ハ リシモ ノ ト、(2)伐 探 當時既 二主木 タ リシモ ノ トニ類 別

セ ,ン ニ 、

 (1)伐 探 前 二直径10cm以 下Gn副 木 タ リシモ ノガ、伐探後生長 増大 シテ主木 二加 ハ リシモ ノノ

連 年生長量 ヲ求 メナカ ツタガ、直径 生長量等 ヨ リ見 レパ之等 ハ生 長旺 盛ナルモ ノニ富 ンデオ リ、

伐 探當時既5主 木 タ リシモ ノノ伐採後 ノ生長量 ヨ リモ大 ナル コ トヲ推 定 スル コ トガ雌來ル。薮 ニ

ハ 伐採後副木 ヨリ新 タ ニ主木 ノ列 二加 ハ リシモ ノノ材積 及全材積 二封 スル ソノ割合く第二十一表)

及 直径2cm匪 分 トセル材積計算表(附 第三表)ヲ 示 スニ止メヤウ。
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  第二十一表  伐探後、謝木 ヨリ新 タニ主木二加ハ リシモ ノノ材積表

                 (1ha.軍{立 fni)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 表 ニヨレバ伐探後17年 闇 二直 10cm以 下 ナ リシ副木 ヨ リ直穫10cm以 上 ナル主木 二加 ハ

リシ材積へ23.7fmト ナ リ現 在 ノ1ha穂 材 積80 fm二 封 シテ29.5%ヲ 占 ムル コrト ナル。將來

二於 テハ、 目下盛 二生長 中ナル現 存副木 ガ主木 ノ列 二加 ハ リテ、 ソ ノ進級材積 ヲ著 シ ク増加 スル

ニ至ル ヂア ラウ。

 伐 探後 二於 ケル毎年 ノ生長量調 査 ヲ訣 クモ、17年 聞 ヲ通 ズレバ 年雫均1.4fm宛 増 加 シタコ ト

rナ ル。 次 二以_r.ノ 材積 増大量 ヲ径級別 二・考察スル ニ、 直樫10～20cm二 進 ミシモ ノノ・1ha

20.8fmデ ア リ、 コ ノ径級 ノ全材積30 fm二31シ テ・・69;oト ナル。直径20～30 cm二 進 ミシモ ノ

ノ材積 ハ、極 メテ少 ク1ha 2.9 fmヂ ア リ、 コノ径級 ノ全材積46 fm二 封 ス レバ6°oヲ 占ムル ニ

過ギ ナ イ。更 二直樫30cm以 上 二進 ミシモ ノハ現 在 ユア リテハ見當 ラナイ。

 と どまつ ノ進級 材積 ガえぞまつ ヨリモ著 シク多キ コ トハ 、伐探當時副木 中 二進級 シ得ル丁級 ノ

えぞ まつガ特 二少 カ リシニ基 因スルモ ノヂアル。併 シ現 在 ニア リテハ、副木 申 二径級 ノ大 ナル え

『

ぞまつ多数 存スル ヲ以 テ、今後 ハ ソノ主木ヘ ノ進級材積 ハ壇大 スルデアラウ。

 (2)現 存生立 木中、伐採時 二於 テ既 二主木 タ リシモ ノノ材積生長量 二關シ テハ、之 ヲ伐 探前5

ケ年分 ト伐探後17ケ 年 分 トニ分 クレバ次表 ノ通 リトナル。
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  第二十二表      伐探時、主木 タリシモ ノノ材積生長

                   (1ha.軍 位痂m)

 

 
 
 

 
  

  

 

     備 考  伐採時大正六年度;現 時 …・・昭和九年度

          直径階ハ伐操時昌於ケルモノトス。例ヘバ伐探時=iぞ まつ

          直裡10-20cmノ モノ2.5 fmガ 伐探5年 前昌ハ2.25nナ ルニ

          現 在ニハ6.5nllト ナ レル意味デアル。

 上 表 ニ ヨレバ、淺存主 木 ノ伐探後現在 マTヲ 通 ズル 年卒均生長量 ハ、1ha 2.18 fmコ ノ材 積生

長 率 ・・4.85%ト ナ リ、之 ヲ伐採前 ノ生長 二比較 セン ニ、伐探前5ケ 年 ノ年平均生長量1haO.64fm

二過 ギナ ィ ノヂア ツテ、伐探後 ノ増加量ハ約3倍 二上ル コ トトナル。         ・

 騰 存主木特 二径級 ノ大 ナル モ ノニハ幾分 不良木多 キ故 、裡級 ニヨル生長量 ヲ充分 二比較 シ得 ラ

レナ イガ、概 シテ裡 級 ノ低 キモ ノハ伐採後 ノ生長量大 ナル コ トヲ、他 ノ調 査 ヨリモ推定 シ得 ル所

デアル。 尚、之等主木 ハ今後幾分蓮 年生長量低下 スルモ ノ ト思バ レル モ、 伐採数10年 以 内 ナ ラ

バ適宜伐探 利用 シ得 ベ ク、當初伐探 二営 リテ少 ク トモ直径20cm位 以 下 ヲ保淺 スル コP・ 、稚樹

ノ保護並牧 穫 ノ保績 ヲ圓滑 ナラシ ムル上 ニモ有利且必要 デアル。

 以上 、伐採時 昌於 ケル主木 ト副 木タ リシ 毛 ノ トノ生長欺態 ノ大要 ヲ述 ベタ次第 デアル。次 二樹

種 ニヨル伐探後 ノ材積 生長量 ノ攣化 ハ、 えぞまり ノ本数 少キタメソ ノ傾 向 ヲ明 カ ニ'シ得 ナイ ノヂ
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ア ル ガ、副木等 ノ生 長状態 ヨ リ見 レバ、 えぞ まっ主木 ノ材積生長 ガ とどまつ 二劣ルモ ノトハ思ハ

レナ イ。

 伐 採地 二於 ヶル將來 ノ材 積生長 二關 シテ暗示 ヲ受 ケル ハ、該調査地 ト同地位 ナル天然林上楠第

一匿 及上 内藏方面 二於 ケル調 査結 果デアル。 同地域 ハ現 在極 盛相 ヲ呈 スル モ、今 ヨリ約120絵 年

前 ニー齊的林相破壌現象 獲生 ノ事 實 ヲ認 メタ ノデアル。而 シテ、 ソノ疎開 ノ程度ハ可 ナ リ5ク 且

廣 イ面積 二亘 リシ コ トヲ精細 ナル調査 ニヨリテ確 メル コ トガ出來 タ。省、該地域 ヨ リ得 クル多数

標準木 ノ疎 開後 二於 ケル生長経路ガ、伐採後 二於 ヶル淺存木 ノ生長歌 態 二酷似 スル モ ノアルハ、

伐探地 將來 ノ生長歌 態 二劃 スル 引用 ヲ許 スモ ノト云ヘル デアラウ。 之ガ 詳細ハ 日本林學會誌第

18巻 第9,in= 表 セ ル ヲ以 テ省略 スルモ、疎開現m生 後80～100年 ヲ以 テホ ゾ現存天然林相 二

復}セ シコ トヲ推定 シ得 ル。亦、極盛的林相 二復蹄後 二於 テハ、毎年 ノ生長 量 二攣化ナ キコ トヲ、

次項 天然 林 ノ材積生長量 二於 ケル 論明 ニヨ リテ解 スル コ トガ出來 ヤ ゥ。 以上 ニ ョレバ 現 在1ha

當 材 積440fm位 ヲ示 ス天然林 ガ、今 ヨリSao 年 前 二 可 ナ リ張度 ノ疎開現象 ヲ受 ケテ ヨリ極盛

相 二達 セシマデ ノ年ヂ均生長 量ハ、1ha 4～5 fmヲ 見込 マ レル。

 伐 採地 二於 テ、伐探後現在 マデ ノ1ha年 平 均生長量表示 ノ如 キ3.6 fmハ 未 ダ些 少 ノ感アル モ、

以上 ノ考察 ニヨレバ今 後生長 力旺盛 ナル副木 ガ主木 ノ列 二加ハル コ ト等 ニヨ リテ主木 ノ林分材積

生長量 ハ増加 スルモ ノ ト思 バ レル。併 シナガ ラ、本伐探地バ幾分過 伐 ノ憾 アル故、伐採木 ノi定

等 二留意 シテ、更 二大 ナル連 年生長量 ノ増大 ヲ期 スベキデア ラウ。

 II.天 然 林

 伐 採前自吠 然林時 代 ノ林分材積生長量 ヲ知ル コトハ必要 デアルガ、嚢 二示 シタル伐採地 ノ生長

量ハ、軍 二残存木 ノ伐採前後 二於 ケル生長量比較 二役立 ツ昌過 ギナイ。故 二伐採前 ノ林相 二相似

ト目セ ラルル現存天然林 ノ連 年材積生長量 ヲ、次 ノ如 キ方法 ニ ヨツテ算 出シテ見 ヤウ ト思 フ。

 先 ヅ現 存天然林 二於 ケル蓮年直径生長量 ヨリ求 メタル正 ノ材積生長量 ヲ算 出 シ、次 二天然林 二

於 テ年 々生 ズル枯損木 鐵量調査 ニ ヨル所謂負 ノ材積生長量 ヨ リモ考 察シテ見 ヤウ。
                     ○

 (i)伐 採 地 ト同一植生型 ナルDryopteris typeヲ 呈 スル 現存天然林 二於 ケル 直径 生長量 ヲ主

rシ 、伐採地 二於 ヶル現存生立主木 ノ伐探前 二於 ヶル直径 及材積生長量 ヲ参酌 シテ、天然林 二於

ケル材 積生長量 ヲ求 メン トスル モ ノヂァル。附 第十一表 ニ ヨレバ、天然林 二於 ヶル連 年直径生長

量 ハ、各径級 ヲ通 ジテ李均1.3～1.6～2.5mmヲ 示 シテヰル。 伐採地 二於 ケル 淺存主木 ノ伐探前

数 ケ年 ノ生長量 モホ"之 ト等 シキ数値 デアル。俵 テ薮 ニハ計算 ノ都合上便宜2mmト 推 定 スル。

帥、各径級 ヲ通 ジテ毎 年2mmノ 直 樫生長 ヲナ スモ ノ トシ、2cm毎 ノ直径階 ニ ヨリテ直裡生長率、



48

断 面積生長率 ヲ算定 シ、 次 二材積 生長率 ヲ直径 生長率 ノ25倍 トスル場合 、断面積生長率 ト等 シ

トスル場合 トニ就 テ材 積生長量 ヲ算 出シ、之 ヲ10Cm階 二纒 ム レバ次表 ノ通 リ トナル。

 直 径生長率 ト材積生長率 トノ比 ハ、伐探後 二於 ケル生長 率、生長量比 較表(第 十九表)及 弱度

伐採地 ノ立木 樹幹析解 ヨ リ求 メタル モ ノニ ヨレバ1:2～1:2.5rナ ル モ、薮 ニハ1:25ヲ 用 フル

コ トトシタ。

  第 二+三 表       天然 林 二於 ケル蓬 年材積 生長量 (1ha)

-
        10-20      1    218    1  22.997   1  0.578  1  0.741  1   2.52  1   3.22

  1二        20-3U         141   、  63.411     1':1    1254     L55     1.97
                  「

  #iii         30一 生O           lO2      ]00.995      1.498     1.816      1.48      1.80

  第          40--50            71   1  120.748      i.07s     1.349      0.89      1.12

ス   ー臨         50-50            38       99.791     0.723     0.911   .  0.72
,     0。91

  医          60-70        .   8    1  29.703      0.189     0.235      064      0.79

    t合 毒又潮 5781.437.64・5.04・6.3・61.151.44

        10-20  351 37.898 0.944{1.222 2.49 3.22

  下      20-30      196    85.484   1336   1.712   1.56   2.00

  ヰ南          30-40           114      109.726      1.274     1.576      1ユ6      1.44

  第   40-50    70 1114.309  1.047 L300  0.92  114

  -          50-60            17    「  46.061     0.330     0.415      0.72      090

  匿          60-70             5       19.539      0.120     0.]50      0.61      0.77

      合計又ハ李均    753   413.017  5.051  6.375   1.22   1.54.

           A… …材積生畏率 ヲ噺面積11三長寧二等シトスルモノ

           L'… …材積生長率 ヲ直脛生長率 ノ2.5倍 トスルモノ

           附 第十二表参照

`天 然林(肥 沃 地)
二於 ケル主木 帥直径10cm以 上 ノ毎年材積正生長量ハ、上表 ニヨレバha當

リ5～6fmト ナ リ、 ソ ノ生 長率!・1.15～1.54°6ト ナル。併 シナガ ラ毎年直径生長量 ヲ2mmト ス

ル假定 ノ幾 分過大 二失 スル虞 アルハ既述 ノ通 リヂア リ、亦調査ハ1ha位 ノ小面積上 ノ調査 ナル

ヲ以 テ、一般 肥沃地 二慮 用セ ン汽ハ、連年材積 孟生長量 ハ、1ha當 リ3～4～5 fm位 ト見ル ノガ

穏當 デア ラウ。
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 (2)次 二極盛相 ヲ呈スル天然林 二於テ、年々生ズル枯損木即負ノ生長量 ヲ知ルコトハ、正生長

量ヲ究 メル上 ノー助 トモナルモ ノデアル。當演習林 二於 テハ昭和6年 ヨリコノ調査 ヲ行 フテヰル。

未ダ調査後 ノ経過年藪淺キモ、毎木的 ニー 々番號 ヲ追 フテ精査シタル結果ハ第二十四表 ノ通 リデ

アル。

   毎年生ズル枯木数量調査ハ、伐採地 ト同地位ナル下楠第一匠 ノ外 二、地位劣 レル下楠第二

  匠 二就テモ、同時二調査 ヲ行 ブタ故参老 ノタメ附記 スルゴトトスル。

 調査セル伐探地 ト類似 ノ肥沃地 ナル天然林下楠第一匿 二於テ、 毎年生ズル 枯損木材積ハ、ha

當 リえぞまっ3fmと どまっ1.6 fm合 計4.6 fmト ナ リ、 ソノ枯損木材積率ハ、 えぞまつ0,9%と

どまっ1・6%合 計 二於テ1.1%ト ナル。 之 ヲ前項 ノiE生長量 二比 スルニ、 正生長量ガ幾分過大睨

サレタルヲ周、ヘバ、年々生ズル正 ノ生長量 ト負 ノ生長量タル枯木材積ヘ ホ ぐ相等シキヲ知ルモ

            天然林 二於テ年々生ズル枯損木数量

  第二十四表       (1) 下 楠 第 一 腐 (面積0.59ha)

     ! S_ゾ ・ ・   ・ …      合    計

  醜 匝LL躰 ト淋 三亘三 天]『躰 蘇 枯 二課1'盈 木蘇

   圃榊・鞭 離綿 孫 糠 畿雛 郡 糎 降雛

本!賛;翻1;;;1.4.1.80.5;1瀞 劉織llll諮1;
  40-SO                    70     0                1                          1  70     (iiiiii)0

  ・・-5・ … ・o.・ 一 ・  i  … ・o.・11( )-

  60-一?0  ・ ・1 {   5・

  合 計62.-371.OI 72,313.94151-3-}75-

 



SO

           (2) 下 楠 第.二 憾 (面績0・55ha)

 

 
 

            調 査年月 第一回 昭和六年九月

                第二 回 昭和九年八月

ノデアツテ、薮 二極盛相 ヲ呈 スル天然林 ハ、雫衡欺態 ニア リテ正 ト負 トノ生長等 シ トスル論 ヲ肯

定 スル コ トトナル。

  尚 、第 二十四表 ニ ヨリテ、毎年生 ズル枯木 ガ、(1)小 径 級 ヨ リ大径級 二亘 ルコ ト(2)と ど

  まつ ハ えぞ まつ ヨリモ ソ ノ本撒大 ナル コ ト(3)地 味 肥沃地へ 痔地 ヨリモ ソノ本撒並材積 大

  ナ ル コ ト等 ヲ解 スル コ トガ出來 ル。地 味肥沃地ガ痔 地 ヨリモ正 ノ生長 優 レテヰル コ トヲ諸調

 査 ニヨツテ知 ルモ ノデアル ガ、更 二叢 二負 ノ生長量調査 ニョツテ、肥沃地 ノ更新 ガ、痔地 ヨ

  リモ速 カデ ア リ且 ッ生 存競孚激 シキ傾 向 ヲ明 カ ニシ得 タ ノTア ル。

 以 上、正及負 ノ生長 量 ヨリ考察 ス レバ、 一般 二天然林 ユ於 ケルiEノ 材積 生長率 ハ1・0～1・5%、

肥 沃地 二於 ケル1ha當 リ蓮年材 積生長量3～5 fmト 見倣 スコ トガ出來ル。 而 シテコ ノ歎字 ハ、

恐 ラ ク伐採地 ノ伐採前 ニモ適用 シ得 ルモ ノ ト思 バ レル。亦、天然林 ガ極 盛相 ノi(態 ニアル時 ソノ

マ マ ニ放置 ス レバ、正 ノ生長量ガ アル トモ反面 ソレ丈 ノ負 ノ生長量 ヲ生 ジテ、何等生長量 ノ増大

ヲ期待 スル コ トガ出來 ナイ ノヲ知 ルモ ノヂア ツテ、生立主木 ノ適度 ノ伐探利用 ニ ヨツテ、負 ノ材

積 生長帥主木 ノ枯死 ヲ防 止シ、更 二連 年材積 正生長量 ヲ増 スヤウ ニ林分 ノ生産化 ヲ計 ル コ トガ必

要 トナル ノデ アル。
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               第 六 節 摘    要

 地 味 肥沃 ニシテDryopteris typeヲ 呈 スル天然林伐採跡 地(材 積 伐採率70～80%)二 於 ケル現

存 生立木 ノ生長歌態 ヲ要約 ス レバ次 ノ通 リデアル。

 1.残 存 木 ノ大キサ ト生長量 トノ關係

 薮 ニハ淺存木 中現在 マデ生立 スルモ ノニ就 テ、伐採 時 二遡 リタル大キサ ニヨル主木 、副木、稚

樹 トシテ ノ生長歌態 ヲ詮 明シヤゥ。

 (a)伐 採 後 二於 ヶル直径 生長 ハ、主木 ニア リテハ、lha上 ノ全 生立木調査 及他 ノ地域 ノ標 準

木調査 ニ ョレバ、径級低 キモ ノ帥大凡直樫20cm以 下 ノ主木ハ生長 良好デ アツテ、伐探 後15～17

年 間 ヲ通 ズル直径年雫均生長量4～5～6mmト ナ0、 伐探 前 二比 スレバ約3倍 ノ増加 ヲ示 シテヰ

ル。次 二副木 ニア リテハ、伐探 後 ノ生長量 ハ、直径20cm以 下 ノ主木 ニホ ず似 テヰ兀 ガ、直i大

ナル方ガ幾分優 ツテヰル。前 生稚 樹 ノ直郷(胸 高)生 長ハ、伐探後 ノ全 年 ヲ通 ジテハ論明 シ得 ラ

レナイガ、現在 ノ樹 高約2m以 上 ノモ ノハ年卒均3mm飴 ヲ示 シ生長旺盛デ アル。

 伐 探時 二副木 タ リシモ ノニハ、現 在直裡24cm位 マ デ ノ主木 二進 ミタルモ ノ多 久 尚伐探時 二

稚樹 タ リシモ ノノ中 ニハ、伐採後旺盛 ナル生長 ニヨツテ現在副木級 二入 ツテヰルモ ノガ多数 二存

や テヰル。

 (b)伐 採 後 ノ樹高生長 ハ、 直径生長 ト多少 ソノ趣 ヲ異 ニスル。 伐探 後樹高生長旺 盛ナルモ ノ

多 キハ、副木 及前生稚樹 中、樹高30～40cm以 上 ノモ ノデアル。 生長最盛期 ニハ、1年 二60 cm

!位伸長 スルモ ノモ見 ラレルガ、一般 ニハ30～40cmデ ア リ、術伐探後17ヶ 年 位 ヲ通 ズル年卒均

生長量 ハ15～20cmト ナ ル。之 ヲ伐採 前 二比 ス レバ、副木 ・・2～4倍 後者ハ4～6倍 ヲ示 スコ トト

ナル。爾者 昌ハ伐探後 ノ生長量 二差異 ヲ認 メザル ニカ ク伐探後 ノ増加割合 ヲ異 ニスルハ、後者ハ

前者 帥副木 トハ異 ナ リ伐採前 ニハ被墜状 態 ニア リテ生長量低 キモ、疎開後 二急 二著 シ ク生長旺盛

トナ ツタタメデアル。

'『吹 二伐探後 ニア リテモ生長量 ノ攣化 乏シキモ ノハ
、主木 ト前生稚樹中、樹 高約30～40cm以 下

ノモ ノニ多 ク見出サ レル。 ソ ノ伐採 後 ノ年干均生長量ハ3～5～10cmデ アルガ、爾者 ニハ幾分生

長 欣態 ヲ異 ニスル所 ア リ。帥主木 ハ疎開 ノ影響 ヲ受 ケズ、唯疎開前 ヨ リノ生長低下 ノ途 ヲ辿 リツ

ツアル ニ反シ、後者ハ生長量低 キナガ ラモ伐探前 二比 スレバ幾分増加 シテヰル ノヲ認 メラレル。

菱 シ後者 ハ、主木 ト異 ナ リ生長増大 力ヲ有シテハヰルガ、疎 開後 ノ生長増大期 二伸 ビ邊 レタモ ノ
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ト思 バ レル。

 2.樹 種 卜伐採後 ノ生長量 トノ關係

 伐 探後現在 マヂ ノ生長量ハ、現在 ノ副木及稚樹 ニア リテハ えぞまつ ノ方ガ とどまつ ヨ リモ優勢

デ アル。主木 二關 シテハ、えぞ まつ ノ調 査本数 少キタ メソノ傾 向 ヲ明 カ ニシ得 ナイガ、天然林 二

於 ケル主木 ノ生長欣態等 ヨリ考 フレバ、えぞ まっ ノ連年生長ハ とどまっ ヨリ fi優 ル コ トヲ推定

シ得ル。

 3・ 伐 採後 ノ生 長経 過

 伐 探後 二生長量増加 ヲナスモ ノニア リテモ、伐採翌年 ヨ吻増大 ヲナスモ ノハ極 メテ稀Tア ッテ、

多 クハ伐探後3～5年 目位 ヨリ生長量 ヲ壇 加 シ始 メ、 ソレヨリ数年 ヲ経 テ最高 二達 シ 爾後低下 ノ

傾 向 ヲ示 シ現在 二及 ンヂヰル。併 シ最近 ノ低下 セノL蓮年生長量 ト難 モ、伐探前 二比 スレー¥遙 カ

ニ高 キ 1ヲ 示 スモ ノガ多イ。生長最盛期、生長量低下 ノ程度等 ニハ幾分 ノ憂化 ヲ見 ラルル モ、

以 上 ノ如 キ現在 マデ ノ生長経過 二就テハ、樹種、直径 生長 、樹高生長 ノ別 ナ クホ 寸同様デアル。

 次 二淺 存木 中 二、 伐採後 二於 テモ疎開 ノ影響 ヲ受ケズ、生長低 キママ ニテ持績 スルモ ノ3ひ 、伐

採 後 ニモ次第 二生長量低下 ノ傾 向 ヲ現ハ スモ ノ等 ヲ混 ジテヰル ガ、之等 ハ主 トシテ大径 主木 文ハ

樹 高低 キ稚 樹 二見出サ レル。

 4.伐 採 前及伐探後 ノ林 分材積生長量

 伐 探前自P天然林時 代 ノ林分材積生長量 二就 テハ、伐探地 二求 メ難 キモ、之 ト同一植生型 ナル現

存 天然林 ノ生長 量 ヲ参照 シ得 ルデア ラウ。 帥 コノ天然林 ノ材積 生長率1.0～L5%1ha當 リ材積

正 生長量3～4～5fmヲ 見込 マ レル。

 伐採 後 ノ生長量 二關 シテハ、材積 伐採 率810pヲ 示 ス所 ノ伐探地1ha上 ノ現存生立主木全数調

査 ニヨレバ、正 生長 量・・伐採直後 ノ20fmヨ リ現在80 fm二 増 加 シ、登"17年 闇 二60 fm、1年 二

李 均3.6fmノ 生 長量 ヲ示シ、 ソ ノ生長牽 ハ7.藍OOト ナル。 コノ内、副木 ヨ リ伐探後新 タニ主木 二

進 ミシモ ノハ、全材積 ノ約3割24fmヲ 占 メテオ リ、小径級木 ノ生長旺盛 ナルー・端 ヲ窺 フコ トガ

出 來ル。

   術 、 今 後ハ、 現在盛 二生長 シツツアル 多数 ノ副木ガ主木 二進 ムベ ク、3Z現 存 主木中、低1tt

  級 二島 スルモ ノノ生長量増大 ニヨツテ主木 ノ林分材r●`一一一加 ヲ期 待シ得 ラレル。而 シテ今 ヨリ

  120飴 年 前 二強度 ノ疎開現象震生 ヲ認 メタル現存天然林 調査 等 二徴 スレバ、今 後50～60年 ヲ

  経 レバ、利用 シ得ル径級木 ヲ多数生 ジlha 300～350 fm前 後 ノ材積 ヲ得 ル ニ至ル デア ラウ。

  併 シ ナガ ラ、本 伐探地 ハ幾 分過伐 ノ憾 ア リ、街所 々皆伐状部分 存 スル ヲ以 テ、之等 二注意 シ、
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  更 二伐採後適宜撫育 ヲ行 ヒテ、〒一鷹材積生長量 ノ増大センコ トヲ期セネバナラナイ。樹、注

  意 ヲ要 スルハ、負 ノ生長 Tア ル。カカル伐探地 ニア リテハ、淺存木 ノ枯死二至 ラザル前 二

  伐採利用ヲ計ルコトガ必要デア リ、尚、現在ノ如キ集約ナル施業ヲナシ得ル時代ニアリテハ、

  當初 ノ伐採 二於 テモ腐朽木 ノ利用ニツイテ考慮スベキヂアラウ。

          第七章 Y 二 關 ス ル 調 査

 淺存 木 ノ樹齢 二關 スル調査 ハ、伐探後 ノ生長1伏態 ヲ究 メル上 ニモ必要 デアルガ、主木 二就 テハ

調査 本数 少 キ故 、次 二副木 、稚樹 二就 テ記 スル コ ト トスル。

  伐探 跡地 二於 ヶル樹齢 ヲ天然林 ノソレニ劃照 スル ニ當 リ、伐探地 ノ天然林時代 二於 ケル記

  録 ヲ訣 ク故、伐探地 ト同一植 生型 ニシテ伐探前 ノ林分構 成等相等 シキ現存天然林 、上楠第 一

  匿 二於 ケル調査結果 ヲ用 フル。

   副木 中、天然林 ノ分 ハ ソ ノ調査地上 ノ生立 木全 歎 ヲ調査 シタモ ノデアルガ、伐採地 ノ分ハ

  伐 採 後16年 ヲ経 タル地域 中'l/ 方 米 内 ノ除伐不 良木 二就 テ 調査 ヲ行 フタモ ノデアル。 稚

  樹 二關 シテハ、伐探地 、天然林共 ニソ ノ調査地上 ノ生立木全数 ヲ調 ペタモ ノデアル。

  樹 齢算定 ハ、樹幹基部 ノ圓板 ノ年輪 ヲ測定 シタ ノデ アルガ、年輪密 ナル部分ハ顯徴鏡 ニヨ

  リテ精査 シ、ti= 木 ハ 、年 々生 ズル枝 ノ分岐、帥枝節 ニヨ リテモ槍定 シ精確 ヲ期 シタ。

 1.副  木

 伐 採跡地 二於 ヶル現存 副木 ノ現樹齢 二關 シテ、之 ヲ直径 階別 二、天然林 二劃照 スレバ第二十五

表 トナル。本表 ニヨレパ伐採跡地 二於 テハ直径1cm階 トスル時 ノ 李均樹齢 ハ、天然林 ヨリモ夫

々25～47年 低 クナツテヰル。除 伐不良木 ニシテカ クノ如 キヲ以テ、全数 ノ李均値 ヲ トレバ更 二低

下 スベ ク、薮 二伐探後 二副木 ノ生長 著 シク旺盛 ナル ヲ認 メル コ トガ出來 ル。尚、樫級 ノ大 トナル

ニツレテ齢級 ノ高マル傾向ハ、天 然林 、伐探地共 二認 メラルル ノヂアルガ、伐採地 二於 テハ裡級

ニヨ1)テ ノ樹齢 ノ高 マ.)方 ガ 天然林 ヨリモ低 ク、伐採後 ノ梢 々一齊的生長塘 大 ニ ヨリテ、天然林

臼 リモ異齢 ノ程度 ヲ低 メク コ トヲ知ルモ ノデ アル。

 II。 稚  樹

 稚 樹 ノ最高樹齢 ハ、附第二十六表 ニヨレバ、天然林 二於 テハえぞまっ76年 と どまっ99年 ナ ル

ニ、伐採跡地 二於 テハ現在 えぞ まっ57年 と どまっ71年rナ リ、幾分樹齢 ノ低下 ヲ示 シテヰル。

次 二樹高階 ニヨル樹齢 ノ攣化 二關 シテ、天然林 ト伐探地 トノ=F均 齢 ノ差 及天 然林 ト伐採地 トノ各
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  第二十五表     副 木 ノ直 径 階 別 樹 齢 表

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

kニ ツキ最高齢 ト最低 齢 トノ差 ヲ示 サン ニ,
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  第二十六表

  齢 一 1象 下1°2・2°3・3°4・4°5・5°660°7・7°-880°9・9°10・1'° °-11°-12°-110120130

譲 慰 一 ゾ ・ ・i・9・ ・8「 … 71・216【2116?・ ・

二4強 ・ ド ・ ・1・4166・1・11・325【22・81・ ・i・8

最 高齢 、 。ゾ。。 働 ・13」-171211・8[・ ・1・31・ ・2・361・8-2417

-一 膿 濃 」;226271733131
0252635273434)3;ド1園16

ノ 差 トドマ ツ1
天 姻182131・ ・32292516・717・ ・14a

           附 第十三表 ヨリ。伐探地ノ分ハC匿 、D匪 ノ李均値

 伐 探 地 ニア リテハ、{_均 齢 ハ各樹高階敦 レモ天然林 ヨ リモ低 クナ ツテヰル ノデアル ガ、 ソノ低

クナル程 度ガ樹高 ヲ増 ス ニツ レテ大 トナル現象 ヲ見 ラレル。之 ハ上表 二於 テ、樹高 ノ大 ナルホ ド

雫均齢 ノ差 ノ大 トナル コ トニ ヨ リテモ判ル課 デ アル。樹 、上表 ニヨル ニ、伐採地 ニア リテハ、樹

高 ノ大 ナル方 ガ最高齢 ト最低齢 トノ差 モ大 トナ リ、天然林 二於 ケル トソノ歌勢 ヲ多少異 ニシテヰ

ル コ トガ窺 バレル ノデアルガ、之ハ伐探地 ニア リテハ、環境 ノ墾化 ニョツテ、樹高 ノ大 ナル稚樹

ガ、生長歌態 二影響 ヲ受 ケル コ ト著 シキヲ示 スモ ノ ト云 ヘヤ ウ。樹高低 イ稚 樹ハ、今 モ尚殆 ン ド

ー檬 二被墜下 ニアルモ ノ多 ク天然林 ト鹸 リ攣 ラナイ。

 IIL 後 生 樹

 以_rj!ILベ タル稚樹 ノ樹齢ハ、後生樹 ヲ含 メタモ ノデアル。伐探後 ノ更新 状態 ヲ研 究 スル ニ當 リ

テハ、伐探後 二爽 生 スル後生樹 ノ ミノ樹齢 ヲ知ル コ トモ必要 ヂアル。各調査地 ノ稚 樹全部 ヲ調 ぺ、

コノ中 ヨリ後生樹 ヲ別 ケテ樹齢 階別 二纏 メタル モ ノハ第二十七表デ アル。

 各 調査地ハ調査 年次 ヲ異 ニスル故 、同時 二且 ツー律 二比較 スル コ トハ出來 ナイガ、本表 ニヨ リ

テ

・(1)後 生 樹 ハ伐探 直後 ヨリ現在 マデ各齢級 二亘 ル コ ト。

 (2)え ぞ まつ、 とどまつ ノ螢 生藪 ハ、結實頻 度 ノ影響 ヲ受 ヶテヰル コ ト。

等 ヲ知 リ、今後母 樹 ノ楡 加 ト共 二後生樹 ヲ増 ス コ トモ考 ヘラルル所 デアル。
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  第二十七表      後 生 樹 樹 齢 別 本 数 表

舗 矯 ・12346789一 陣}-1-6一 奪

A一 ゾ・・-31   1 116

   i-… 4111131  LL_  1°

。トゾ・ツ ー 1     3  4

  {トド・ツ 2口   11 11   4

・ll二l

l、 川112111-121:田148

  。ゾ。ツ 525613261688、41、2U、5、6 -165

D馴 …!糊 ∵

i2°9 13613

調査靴 伐癖 度 欝 恕瓢 纈 生状態 擁 糊 調飾 積

         r'        `        冒      

 

          第八章 結 實 二 關 スル 調 査

 母樹ノ数 ト其配置、生産腫子藪 ト其品質及結實頻度等ハ、天然更新施行 二當 リテ考慮サレネパ

ナラヌ問題デアル。天然林及疎開地 二於 ヶル母樹1本 當 リ生産種子及 ソノ飛散距離 二關シテハ、

               (1)                       (n)

拙著 「主要樹種 ノ種子 二關スル調査」及 「種子 ノ天然落下 二關スル調査」 二読明シタ所デアル。'

薮 呂ハ結實豊富ナリシ昭和九年度二於テ、伐探地及之 ト同一植生型ナル現存天然林下楠第一匝 二'

就 テ毎木的 二調査セシ生産毬果歎 ヲ比較 スル ニ止メヤウ。

 …般二伐探地ニア リテハ、天然林 ヨリモ径級低キモ ノニ毬果ヲ附 スル所謂結實木 ヲ見出サレル。

(1)樺 太山林會報 第18號 昭和八年一月

(2)  同  上  第22號 昭和九年一月
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              毬 果 着 生 数 別 本 勲 表(昭 和九年度産毬果)

  第二十八表          (1) 伐  操  地

         エ  ゾ  マ  ツ       ト  ド  マ  ツ

直'+-藁 毬果着螂 職
轍 毬果操 毬扁 螂 欄 癖 果水

㎝

:/・・以下51-1100°20・計 言樫 率;・ ・以下51-1・・'°20。言・[… 轡

5-1°

IQ-12

12-74

14-165211:5210010066525526312、1嘉ll

ll:1812041 1 }5:°0151271:、1 罰 罵;

・・-22i・ ・ 
、1485・61247 31←378・22-24

24-26 112125251° °6151006i131 、124173°238D74

・6-28-2 1° 221・ ・i・ ・ a・ …

ミ8-3°4-322-349-366-38一一 一}1紺1

鵜 ∴1・ 漏1剥 鷺 國ml塾 ・i40373i38

             第 へ腿 大正六年度伐探地、面積1.Oha

                (2) 天  然  林

         工 ゾ マ ツ  ト ド マ ツ

響1欝 講l
l撃1鍬蕪≒1;欝1騨

  5_10 180          ].80 0405          4051 0
r・ ・一'54・      ・5・158・   1]59・ ・

撫lll撚1;写 一1網1{
 50-50   1 2 1     1  4  1  3  1  i  t   9 1 i8

 60-70     1                2     2      3   67                            .        1

 合 計 30032 581291194192873746 20 1 67 8048.4

                下楠第一遜、面積0.59ha
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第 二 十八表 ニヨレバ、天然林 二於 ケル軍位 面積 當 リ及軍木當 リ毬 果数ハ、伐探地 ヨリモ彩 シク多

歎 デアルガ、毬果木 ノ本t割 合 ハ伐探地 ノ方ガ多 久 省毬果 ヲ着生 スル最低丁級 モ伐探地 ノ方 ガ

低 クナツテヰル。 印 ソ ノ直径 ハ、天然林 ニア リテハ約20cmナ ル ニ、伐探地 二於 テハ10cm位 ト

ナル。而 シテ天然林 ノ同一・径級木 二封 スル伐探地 ノ樹齢 ハ相當低下 スル故、伐探 地 ニア リテハ結 ゜

實 シ始 ムル樹齢ガ、天然林 ヨリモ著 シク低 クナル ノヲ知ル モ ノデアル。從 テ伐採 地 二於 テハ、母

樹 ノCハ 幾分減 少 スル トモ、 ソ ノ配 在 ヨロシキヲ得 レバ、後繊樹存績上 ニハ不安 ヲ感 ズル コ トハ

ナイヂア ラウ。

               結     論

 以 上 ノ諸調査 二基 キ、主 トシテ地味肥沃 ナルえぞ まつ、 とどまつ混活天然林 ノ伐探 二關 シテ論

ズ レバ、次 ノ通 リトナル。

   薮 二主木 トハ胸高直揮10cm以 上 ノモ ノヲ、副木 トハ樹 高1.30 m以 上 胸高 直穫10 cmマ

  デ ノモ ノヲ,稚 樹 トハ樹 高1.30m以 下 ノモ ノヲ云 フ。

 1.天 然 林 伐探後 二於 ヶル地床植物 ノ攣遷 二關 シテハ、礎存木 二富 ム弱度 ノ伐採地 ハ伐採前 ト

攣 リナ ク、梢強度 ノ伐探地(材 積伐探率70～80%)ハ 、 稚樹 二富 ム地域 ニア リテハ天然林 ノ指示

植物 ヲ失 ハ ズ、 ムシ ・更 ニソ ノ繁茂 スル所 ヲ生ズル モ、伐採以前 二存 セシ以外 ノ植物 ノ侵 入 ヲ許

サナイ。 カカ7L地 域 ハ、疎開 後 二於 ケル淺存木 ノ生長/¥:L・r'itシテ良好 ヂアル。稚 樹極 メテ乏 シ キ

箇所 ノ張度伐探地 叉ハ稚樹相 當 二存 スルモ、L木皆伐地 ニハ、疎 開2年 目位 ヨリやな ぎらん、 えぞ

V・ち こ、V・はのが りやす等 ノ雑草侵 入シ始 メ、数 年ロニハー面 二生 ヒ繁 リテ伐探 前 ノ指示植物ハ

殆 ド騙逐 セ ラレ、癬 類モ ソノ影 ヲ没 シテ著 シ ク林 分 ノ更新 ヲ妨グル ニ至 ル。

 II.稚 樹 二富 ム地域 碁於 テ、材積 伐探率70～80%ト ス ル トキ ノ伐採後 ノ更新状態 ヲ記 スレバ

  コレ ハ弧度 ノ伐探 二属 スルモ ノデアルガ薮 ニハ便宜上軍 二伐探 ナル文宇 ヲlijフル コ トトスル。

 (1)伐 探 後約20年 聞 二於 ケル淺存木 ノ生長状態 ヲ示サ ンニ、

 伐 探後、淺存木 ノ総 テガー檬 二生長 スルモ ノヂハナ ク、亦同一樫級木 ニア リテモ種 々ナル生長

歌態 ヲ示 スモ,概 シテ林木 ノ大 キサ ニヨ リテ考 察シ得 ル。次 二ik 當 時 二於 ケル主木、副木、稚

樹 二類別 スレバ、

 (a)伐 採 當時 二於 ケル主木 ハ、伐採 後直樫 生長 ヲ増 大 スルモ概 シテ裡級低 キモ ノガ 生長 旺盛

デ ア リ、 ソ ノ年雫均生長量4～5～6mmヲ 見込 マレル。反之樹 高生長 ハ何等疎開 ノ好影響 ヲ受 ケ
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ズ、 伐探後 モ年 々生長量低下 ノー路 ヲ辿 ル ニ過ギナ イ。

 (b)伐 探 當時 二於 ケル副木ハ、伐採後 直輕 、樹高共 二著 シ ク生長量 ヲ増加 スル ノデアルガ、

庫 径生長ハ径 級 ノ大 ナル方 ガ良好 トナ リ、樹高生長ハ径 級 ノ高 マル ニツレテ低下 スル 昌至ル。伐

採後約20年 聞 ヲ通 ズル年雫均生長 量ハ、直径 二於 テ4～5～6mm、 樹 高 二於 テ15～20 cm位 ヲ期

待 スル コ トガ出來 ル。

 (c)伐 探 當時 二於 ケル稚樹(前 生稚樹)ハ 、伐採前 即天然林 二於 テハー般 二被墜歌 態 ヲ呈シ生

長量低 キ ヲ通例 トスル ガ、伐採後 ニハ著 シ ク生長 旺盛 ニナルモ ノ ト否 ラザ ルモ ノトヲ生 ズル。前

者 ・・主 トシテ伐探時 ノ樹高30-40・m以 上 ノモ ノデア リ・ ソノ生長量・・ホ ・高昧 位 ノモ ノデアル。

後者 ハ伐採時 ノ樹高30～40cm以 下 ノモ ノニ多 ク見出サ レ、伐採 後 ニア リテモ疎 開 ノ好影響 ヲ充

分 二受ケル コ トガ出來 ズ、極 メテ僅カ ニ生長量 ヲ増加 スル ニ止マ リ次 ノ疎開 ヲ侯 ツコ トトナル。

   伐 探 後 二獲生 セルモ ノハ、雑草 少キ疎 開面 二生 ズル時 ニハ生長良好 トナル モ、 多 クハ副 木

  又 ハ前生稚樹等 ノ下 ニア リテ生長量低 ク被墜駄態 ヲ呈 スル。

 (2)伐 探 後約20ケ 年 二於 ケル幾存木 ノー般的生長経過 二關 シテハ、疎開 後生長増大 ヲナスモ

ノニア リテハ、樹種、樹高 又ハ直揮生長 ノ別 ナ クホ"相 似 タル経過 ヲ示 ズモ ノデア)L。 帥、一・般

二伐採翌 年 ヨ リ生長増 大 ヲナ スモ ノハ 極 メテ稀 デア リ、通例3～5年 目位 ヨ リ生長彙 ヲ増 加シ始

メ、 ソレ ヨリ敷 ケ年 ヲ経 テ最高 トナ リ爾後低下 ノ傾向 ヲ示 スニ至 ル。尤 モ低下 スル トモ ソ ノ生長

ノ絶封 量ハ、伐採 前 ヨリモ遙 カ ニ大 ナル ヲ常 トスル。

 (3)伐 探 後一輪伐期聞 ヲ通 ズル 生 長状態 二醐 シテハ、天然林 ノ調査結果 ヲ引用 スル:1ト ガ出

來 ルデア ラウ。

   今 ヨ リ1ZO 年11.iiO=、現 在 ノ伐採 ト梢 々等 シ ト思 バ レル彊度 ノ疎開 現象 ヲ認 メタル現 存天

  然 林 ノ調査結果参照。(日 本林學會誌第18巻 第9號)

 伐 探 當時直樫10cm以 上 ナル主木 ・・、伐探後良 好ナル 生長 ヲナ スモ、多 ク・・50～60年 以 内 二

生長 劣 ヘテ腐 朽叉ハ枯死 スル運 命 ヲ有 スル。但 シえぞ まつ ハとどまつ ヨリモ可ナ リ邊 レル コ トト

ナル。

 直樫10cm以 下 ノ健 全ナル副木及優勢 ナル稚 樹ハ、伐探 後永 ク良好 ナル生長 ヲ績 ケテ、伐採 後

80年 目位 ノ主伐期 ニハ 利 用木 ノ主 膿 トナルモ ノヂアル。 尤 モ副木 中 ノとどまつ ニハ、i三 木 ト同
                        '

様ナル経過ヲ辿ルモ ノモ少クナイ。

 樹高低キ前生稚樹及後生樹 ノ多クハ、主 トシテ第二次 ノ主伐期 二於ケル利用木タルベキ後纏樹

トシテノ役割 ヲ演ズルモノデアル。伐探後當分ハ、多クノ稚樹 ノー齊的生長増大及稚苗 ノ漕失、
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街 後 生樹数 ノ少キ コ ト等 ニヨリテ、稚 樹 ノ激 ヲ減 ズルモ、爾後母樹 ノ増加 ト共 二後生樹 ノ数 ヲ増

ス故、之等 第二次 ノ後縫 樹 二不足 スル ヤウナ虞 ハナ イデア ラウ。

 (4)伐 探 後淺存木 ノ結實 シ始 ムル 樹齢及径級ハ、天然林 ヨリモ 低下 スル ノヲ通例 トスル。後

生 樹 ノ蛮生歌態就 中獲芽床 ニツィテハ、天然林 二於 ケル ト同様 二えぞ まつハ倒木上 二、 とどまつ

ハ地上叉ハ倒木上 二獲生 スル ノヲ主 トスルモ ノデアル。依 テ將來集約 ナル施業 ニヨツテ倒 木 ヲ減

ズル ニ至 ラバ、倒木 ト同様 ノ地 床 ヲ與 ヘテえぞまつ ノ爽 生 ヲ促 ス コ トモ考 慮セ ラルベキデア ラウ。

 (5)伐 探 後約20ケ 年 ヲ通 ズル淺存 木 ノ年'}'均材 積生長量ハ、1ha 3 fm内 外 ソノ生長率7%前

後 ヲ見込 マ レル。爾後、副木及稚樹 中 ヨ リ主木 ノ列 二加 ハル敷 ヲ漸次増 シ ソノ旺盛 ナル生長 ニコ

ツテ、伐採前(天 然林)ヨ リモ更 二林分材 積蓮 年生長 量 ノ増加 ヲ期待 スル コ トガ出來ルヤ ウニナ

ルデ アラウ。因 二天然林 二於 ケル蓮年材 積生長量ハ1ha 3～5 fmソ ノ生長率 ハ1.0～15%位 デ ア

ノレQ

 IIL以 上 ニヨツテ考 察 スル ニ、肥沃地 ハ、疎 開後 二於 ヶル 幾存木 ノ生長旺盛 デアツテ林相 ノ

恢 復モ速 カデ アル。故 二當地方 ノ如 ク稚樹 二富 ム地域 ニア リテハ、之等 ヲ永 ク生長 不良 ノママ ニ

置 カズ上 方疎 開 ニ ヨリテ生長増大 ヲナサシ メ、以 テ更新期閻 ノ短縮 ヲ計ル ヲ可 トスル。之 ガタ メ

ニハ可ナ リ張度 ノ疎開 ヲ必要 トスルガ、一般 ニソノ林 内 二存 スル以外 ノ雑草侵入 ニ ヨツテ、地床

歌 態 ノ除 リ攣 ラヌ程度 司 ヒムベ キデ アル。 ソノ最高 材積伐探 率 トシテハ70%位 ト思バ レル。.但

シ次 ノ考慮 ヲ必要 トスル。

  (a)現 存 天然林 ニハ疵 木及生長 力乏 シキ老大木多 キ故、 虫害、 風害 ニカカ リ易 キ懸念モ ア

  リ、 將來主伐期 二於 ケル最 高Ci級 及蓄積 ハ、飽和 状態 アニル現存天然林 ヨ リモ幾分低 クシ以

  テ輪 伐期 ノ短縮 ヲ計ル コ ト。

  (b)當 初 ノ伐探 二當 リテ、 少 ク トモ直径20cm以 下 ノ主木 ヲ、母樹、 保護樹 トシテモ淺存

  スル コ トガ必要デ アル。

  (C)と ど まつ ノ生存期間殊 二健杢時 代ガ、えぞ まつ ヨリモ短 カ キコ トニ就 テモ 留意 ヲ要 ズ

  ル所 デ アル。

  (d)皆 伐 ガ更新 ヲ著 シ ク妨 ゲル コ トハ屡 々述ベ タrr,ヂ ア リ、 從 ツテ皆 伐面 トナ リ易 キ丸太

  積:h場 、 及 ビ搬 出路 ノ藪、面積、配 置等 二就 テハ深甚 ナル注意 ヲ必 要 トスル。

  (e)防 火 二關 シテ、毎 年 ノ伐探地 ヲ蓮績 セシ メズ 且 伐探 面 ヲ大 ナ ラシメヌヤウ ニスル コF.

*田 中砧一氏 ノ調査ニヨレバ、暴風ニヨル被害ヨリ見ルモ、可ナリ強度ノ伐探 ヲ可 トスルヤウデアル。
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諌峯通 リ及澤沼 ヒ等 ヲiビ テ所k二 防火樹帯及防火線 ヲ設定スル コト、伐木造材 ヲ冬季 二行

フコト等諸鮎 二注意スベキデアノL。伐採 ヲ積雪 ノ時季二選 ブハ、稚樹 ノ保護上 ニモ有利デァ

ルo

(f)地 味痔悪地ニアリテハ、疎開後淺存木 ノ生長旺盛ナラズ林相 ノ恢復モ逞 レル故、 肥沃

地 ヨリモ伐採ハ躬度 トスベキデアル。
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附 第 一表 ノー    胸 高 部 ト地上30cmト ノ直輕 比較 表 偉 位 ・m)

                        (1)地 抹 肥 沃 ナ ル 天 然 林

                        實      測      値         修 正 値

胸  高    地 上30Cmノ 直 筏      調  査  本  数   地上30Cmノ 直律

直 径
AIBAB`A・ 圭ll・ ツ ・ゾ・ツ… ツ

   li 11.6  11.9   91  35  112(12
   13      13.8           13.4    13.0     17        」  49 1   6     14     14

   15      16.8    15.9    15.6    is.4     10      7 t   41  ,    7     17     16

・7 ・9・5・7.8・7・9・6・ …  5i351
.31・9 18

1灘縷劇1}網識1
   37      43,0  唱 42.9    37.0    40.0     18     12      1      2     93     38

   39 45・41磁 ・0   43.01i° 12    3 95 40

   韮  97.548.551.1隆引    ;16914 19169r l  474951 434546
47 53.・53.2  48.0 82・ -1534・

   49       56.5    55.1                      4      11                 1   56      50

   51       59.0    56.5                      5       6                     59

   53'     63.0    58.9                      3       7                     62

   :57   5966:83「61.863.9          53   S7     1  1 6567
   、9 ,。.。168:5     2 4    旨 ・
   61       71.0     68.5                       1       2                      72

   63      75.0    71.3         1           4      4                    74

   :57   75.。  7972:°0          1   11         7678
6979
7173:ll・6.・-  11  7980

   7375  1810[ .    、L L -8182
合 計       i254245347 86  1

                      A… …下楠第一匹(0.59ha) 昭和八年八月調査

                      R… …下内藏第一麗(0.96ha) 昭 和十年十一月調査
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  附 第一表 ノニ    (2)地 味 劣 レ ル 天 然 林

    

    
    
    

    

    

    

    

   '

    

    

    

    
    
    

    

    

    

    

    

             調査鳳及ソノ面積  上楠第十匿0.5ha

             調 査 年 月  昭和九年十月
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      現存生立主木ノ径級別本f配 分 ト伐探時二於ヶル大キサ トノ關係

附 第 二 表                   (h・當リ)

      備 考  A… …伐探年度二既昌直径10cm以 上ナ リシモノ

           B… …伐探年度昌ハ直径IGcm以 下ナ リシモノ

           C… …伐探年度二既二直径20Cm以 上 ナリシモノ

           D・・…・伐探 年度昌直径20Cm以 下 ナリシモノ

           調査面積 1.Oha(第 八調査旺)

           伐探 年度昌於ケル現存主木ノ筏級別本数配分ハ附

           第 四表ニヨリテ判明スo



         附 第 三 表       現存生立主木 ノ径級別材積配分 ト伐探時 二於ケル大キサ トノ關係

Tr!樹 種農灘 。一、 iz-、4114轟難 濃 轟 麟 話豊i3藤 、。1計騨 率

1・ ぐ 総ll-:::00:i106106°11:312248560167:°9°3224122911:ll繍難ll障}囎;;.747.499.2410.8470.847::1:9.8795.°534.°446.91932.0506.1056.79837:1034.85

       、m  7[ ・.225・.・69・.・・61   1 1 1 i ! 1   1 ・.40・ ・.4d・       

以 238i 3.?q・3.7957.2・813.・2・3.・52!・.rSE'1.U3 1 ミ 1     23.28623.286

       上 . 1245i ・.46513.8697.314;…2・3・ ・521・758}・ ・131・1・1・!・ ・:・23・ 肥623・ 砺 ・i

       tA稽1;鋤;.826.869.695°33:ミ254065°33;1ミ ミ;;灘:ミ121.°9°689.3798010.969:1;馴喜三;ミ2.26°110.396412.656S;1;91603.19013.190;.74.494.2410.840.84;1::::1灘睡 箋1;}ミ

       20・s/-7y1-Fy7・IPI 、561224:3°2229531111111。L。1:ミ560960。1.2761.276°.7471.4992.241。11:::13.3643.6741;.03$i:°634455071;2°8855

璽 ・ 雫亨;睡 … 口{1難ll、 §.9°41.°54.4924.21611.9190.84'r.39615.2701.91900.E47。ii.°4938.44043.489 S3843:°44440484

       蓼 含   191061252.3°22.2294,531    1  2.344°.7422.26°1.°10.84]11.13010.39614.213.18511.87212.6561,5.2;ll:190]90;.747.494.2410.8470.8411::::8.42.SO.;;86.1°66.71939.88510.572195.9919.83

                                                           備 考 前 表 参 照

昭
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附 第 四 表   伐採後二於 ケル主木 ノ直径生長量別本数配分表

                (a) エ ゾ マ ツ

                (b) ト ド マ ツ

          第 八 調 査 匠 大正六年度伐探地、面 1.Oha

          昭和九年十 月調査  現 生立主木  16cm以 上全敷
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     '伐探後 二於 ケル傷痩 ノ種類 ニヨル主木 ノ直径生長量別本歎配分表

 附第五表  (a)エ ゾ マ ・  魏 麗 騰 照

 

            (b) ト  ド  マ  ツ

                以上ハ現在ノ傷疲禺ヨリテ示セルモノトス
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         主木ノ伐探前五ケ年闇直径生長量別本数配分表

附第六表   毎)エ ・ マ ・ 魏 篇 矧 員

             (b)  ト  ド  マ  ツ

                     直径ハ伐探年度昌於ケルモノトス



                     ,'%`  Tf    s

       附 第 七 表          主   木

           伐 操 時 陣 時(調査時) 雌 雛 長量・1連 年 直 径 生 長 量(㎝)

      N°.樹種辮騨礁 鱒 辮 健欝 搬騰 嬬 諭 隷 議1鞠
      ・ト ゾ・ツ ・一.,238144.・3124.32255… δ鴛・am3.050.1_一 ・20.・ ・ o.・4・ ・5 ・・8
      2   〃   34.36 23.79 24S  39.38 24.45 265  キ ノコ  0.70  5.02 10.14  0.13  0.35      0.40  0.33      0.30

      3〃 ・6.2-7・6324.・-1・8・ 健0.728.380.一 ・9・69 ・580.・4 ・・9
      4    '!   ,20.20   ?    112  23.0  11.8 1 127    ゲ    0.64  2.53 1 0.13  0.12  0.28  0.14                   0.18

      5〃 ・3.・…  21.・ ・2.・1・ 〃L・ ・6.・6・ ・24・28・550.65    鵬

      6ト 。マ 。2・.・91・.:・6229.85・&2・ ・79 健{・2・&6610,240.320.7・ [0.590.32  ・.51

      7    〃    16。49  14.00  163  24.93 15.25  180  冴こ 裂   0.69  8.44   0.14  0.28  0.66        0.59  0.39        '0.50

      8    〃    16.09  11.46  153  22.45  12.50  170    健     0.58  6.36   0.12  0.14  0.55        0.52  0.17        0.37

      9   〃   10.60  7.26 151  11、60  7.69 167 心 クサ リ 0.23  0.92  0.Q5  0.04  0X)9      0.06          0.06

      10 " 21.80`/1?26.013・7・? 健 0.613.96°.120.i7 q341°.36      α28
      11    〃    21.40   ?  i  ?   23.O   l8.9    ?      〃     0.28   1.39   0、06   0.05  0.09  0ユ8                    0.10

      12 1  ノ!    13.8(}   ?     ?   17.0   1Qβ    ?      ry     s ,  3、G8・ 0.07  0.08  0.29  0.32 1                  0.2( )2

      13    〃    22.10   ?    ?   26.5  13.0    ?  ,O、クサ リ  0.49  4.12   0.10  ().12  0.43        0.28           ' 0.28                       1

      14    〃    16.40   ?    138  22.9  13.5 : 154    {建    030  6.33   0.06  α09  α69        0.49             0.42

      ・5・ ・o.…  13417.0・ ・.415・ ffO.356.370.・70.・90.・ ・  o.・4   0.42

      ・6hh"…6.・ …531・7・1・ ・281・7.35188健 2.・53.・90.・ ・0.250.・9 0.・5 0.・… 8

      1購1騰;481381241911ミ 鰍:v2.°57.°71°.41°.+t'10.785.330.160.vO.683.600.140.L676.25.0.330.ミa97°.410.38}0.250.39°.460.390.290.36ミ1ミ1

        備 考 調査旺及調査年月、Nol～3、6～8、 第八圃内、昭和九年九月    伐探年度、第四、第六、第八蒐ノ・大正六年度

                 No 9、     第六匪内、昭和八年八月         第三匿      ハ大正五年度

                 ¥04～51,0～12、 第四医内、昭和七年八月   Nol6～20ノ ・材積伐採率20%ナ ル極 メテ弱鹿

                 Nol3～15   第三匠内、昭和七年八月    ノ伐探部分二於ケルモノトス
ト                                              (大(ゆ)正五年度伐探、昭和九年九 月調査)
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           伐探前後 二於ヶル Tf木 ノ直樫蓮年生長量表

  附 第 八 表       副   木

憶耕 繍器瀞墨鵬 諜;惑叢
1誓孝ζ 詞 一 ・418618.・…1b… 健 一831-46・86・64 i・66

 22  〃  0.1-5 3.43 3.36  51  6.40  5.66  67  /1 0,59 2.86  0.2010.24 0.17      0ユ6         0ユ9

3i/0.1-51.181.75435.765.4159vO,5714.400.190.280.330.2710.29

蜘5-1°7.2615.7653114.559.487° 岬 ・°7四 α36脚 〔)A3 °.471°.43 ii°.44

・25〃 °'-512.3812.5°3817.8°6.'455:〃 岬21・181・22().31・431・35-・32

26u15--1°7.15?塑 型 聾2?1〃 α42凹 ω狸 ビ〕曇」兜
L、 一_」 選

繋::101076::1::::113'11510.9014.9563:1謝漁:10.1280.170.170260.0.:嵩ll…lll

29"。 、-5i。,。i、48、_。 岨1631"。39、921_3210.42。 餌ill'iO.33

伽 。:、-5:,。12:、 。386.。_155_[、:。41。:、 。0.2510.22。:3110.、4il。25

        t    F      2 1      ・ 3 1

.31v5-1°:62° 旨?183'1・7°&3598"〔L255榊('8α22鵬"47._(1.33

32F}S-
z,r・ ・8.2217.・6匠 ・2117.・51・8512・ 健 聯83降 ・7U.…56・ ・6圏 臨 ・49

.備 考 *調 査匠及調査年月、No・21～23、27～29・ 第六匿内、昭和八年八月

            No.24、25、30、  1第五1旺内、昭和八年へ月

             o.26、31、    第四匿内、昭和一ヒ年へ月

    *伐 探年度     第四囲及第六匿ハ大正六年度

            第五L    ハ大正五年度

    *No,32ハ 材積伐採率20%ナ ル極 メテ弱度ナルfk#?,i>分e於 ケルモノトλ(大!E五 年度伐採、

     昭和九年九月調)

    *上 表同一径級禺於テニ段アルノ・、上段ガ止長不良ナルーモ、ノノ亭均値、下段ガ%r!<f好 ナル

     モノ ノ卒均値!・ス
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           伐探前後二於ケル淺存木ノ樹高蓮年生長量表

  附 第 九 表      (1) 主   木

  1樹 樹 高(ill淵 轍 齢 ・)1樹 高 蓮 年 生 長 量 圓

㌦ …畿 翻 轍 驚 ≒ 噺 雛1添 均}
 11 23.84 24.32122.0148.21 4.414.213.211.811.21 12.81x

2`1 23.79、2鰯 31.0 66.・ 6.2 4.・ a司 4.・ 3.5   3.91a

3・ ・5.77:・6.6・ 66.・ 83.・ 13.2 6812.1 4.9 7.・   4.9f

6

71・F"1614:83001815:2°2553.°96.0137125:°01°19:ll:1::ll:11°10:l l:1;

 8マ 11.46 12.50 55.5103.5 11.i 1' 3.5 4.6 4.5   丘ll

9・ 、7.26 7.69 8.・139.2 1.6 L9 4.2 L7     2.61・

、6,、6.53、 。35(隻(ト)穿馨㌔ 、2.。(響( )も16.、3.、3.、 3.、 。・;

 17  ド   15.81   18。00    12.0   21.90    12.01  13。6    9.6   13.6         1L7   12.2三

 18  マ    12.50   14.00    10.0   150.0    10.01   5.4    6.4    9。4          14.7    8.( )3

 19  ッ    10.90   13.80    19.0   290.0     19.02  21.4    12.6    14.8           15.3    16.1                     1

20   7.47112.00 30.n 453.0 30.0 29.2 1% 25.6   24.3 25.2

               (2)    続U          ン1く

  樹 樹 高 ω 犀 磯 轡 樹 高 蓮 年 生 長 最(cm)
N°.齪 ㌦ 綱

現 時㈱ 隠 後伐剰 伐 探 後

  種(C1n) i(調赫1・ ・年i ・・年i・一・年16了。年'15年1・6年1'6酬 鴨

 21 1   1 5-10 1  6.741- 11.101  84.71 423.91 28.31  22.71  28.41  33.71     1     1  28.3

 22 1   fO.1-5  1  '3.361  5.661  51.OI 210.91 17.OI  14.51  8.21  19.61     1     1  14.(エ)1
   ソ                   i                                         1 23 1  10

.1-5 1  1.751  5.41'  23.81 347.71  7.91  13.31  28.11  28.11     1     1  23.1

 24 1  1 5-10 1  5.761  9.481  98.61 352.51 32.91  24.91  15.11  26.11  22.41     1  22.(マ )0

25110.1-0.512.5016.14 29.91336.2110.OI 11.2118.132.2128.51  21.(ツ)0

 27 1  1 5-101  5'831  6.581  23.51  69.91  7.71  5.71  3.71  4.61     1     1  4.7
   卜
28r・i5-1°5.358.1°23.8253.17.97.515.627.5   16.9

2970.1-51.484.44,14.0289.5i 4.712.429.316.2   19.3
   ツ 30 1  1 

5-101  2.301  5.711  51.61 324.01 17.21 12.11 11.41 36.01 26.61    1 20.3

  トマ         (1ケ 年)  (1ケ 年) 32  

ドッ           7.06   10.85    16.0   399.0   16.0   15.6   27.8   29.0          5.1   21.0

     以上 、主 木 、 副木 共 、番 號 別調 査 木 ノ直裡 、調 査 匠等 附第 七 、 八 表 備 考参 照 ノ コ ト
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                         (3) 前  生  稚  樹

調筏樹 副 現時髄 時)棘 時 調 樹熱・長量 麟 樹 融 賄(c・)

答感 舗 難 礁 無 伐探後
1難 慧1議 均

33

34  _6-515-454::62 ::703947°0:72772230 421213:6243°356:20オ:24 73:213122:ns 4`」42:703616:1S 2622::

35第 ゾ4_33.693.33、 ・.3・ 、457.911322.22.641.623.、3、.426.32α 、

36五 マ3二22.752.・34・.32・75・ ・.91226.93.63.3・4.223.92・.・14.2

37琶
。2-11・681・0340・261745・U4° ・51.72.411・413.44.28.8

38       0.5以 下 0.26  -   23  0.03  6  5  25  19.4  0.8  1.1  1.6  1.1  0.7  1.2    内           
_.      一_    .__.一    一一_一_.    _    」_._一__一  ___こ

39_ 6-55.・35.9441・.72i2i 2i24.443・.38.11・.8139,1'34.d9.・26.9

・・ 歪 ト5-・ ・544・4481・ ・7・3・38・ ・37・52・75・ ・125・4'39・ ・24・223・ ・

41  五   ド  4-3  3.43   3.2  45  0.65  28   6 1  7.3  272.3  2.41  5.4  17.3旨29.7110.O I7.0

、,釜 。 ・_22.572.・4・ ・.5523516.・ ・93.92.13.・.14.1.79.・!1・.・.12.1

431" ・一 ・ ・35・37・.312・3i・.・ ….91.36.・6.・11・.・ ㌦36.・
r

磁 ド ・一 ・.5・ ・78-・ ・1・.4・12・51…i33・52・2・.61・ ・1・ ・1・.6…

45

46第 一54,三44.5°3.534.63.2階 ゜.360.64::5】a到 錫:363.52A 8.7421&躯 劉  隠:93

妻 鮒 熱 騰 野 閨 議i誓 瞬 耀2.°].81.51.09.63.82.21.4閣糧一12.48.6A.11.4

蘇 二1≡33.3122.4011.693.4451.7441.238°.5°0.530.3929282215.56.99.6276.5182.3128.61.82.33.2433;131.219.813.019.812.89.0陰1

器v:1認 調 ゜0:7632:麗 ゜.210.07146': 1:n 舞:11:50 1:82謁4.°1.1  3.51.6

                 備 考  現 在(調 査 時)i・ アル ハ 、 昭fii!R 八 月 トス

                         調 査 木 ハ何 レモ健 全 無 傷 木 デ アノし、何 直裡 ト

                         アル ノ、胸 高 直径 トスニ

                         1註置」ノiくフrこ婁定  (冠タ」i言葦直 ・ま≦E2～ノ10 c111) ノ、 ha 當 リ

                         第 五匿 エ ゾ マ ツ2400ト ドマ ツ2210合 言.1'4610本

                         第 プく匿  S一ゾ ーマツ8290 ト ドマ ツ1320合 言1`9610本 トナ ルo
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 附 第+表      後生樹、樹高階別年李均生長量表
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  天 然 林 二於 ケル4級 別連年直樫生長1量表  0.5ha上 ノrL立木全部 ヲ生長錐ニョリ調査ス             指
示植物 オクヤマシダ ニシテ地味肥沃

附 第十一表    (1)∠ 卜 均  値   調査箇所及 ソノ年月              古丹岸團地
、徳 ノ澤 昭和十年八月

      (2)最 高 及 最 低
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    附 第十二表   天然林二於 ヶル径級別蓮年材積生長量表 (11ea當)

    1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

蜜藤 島面嚇 麟 纏材上積1轟購 材F楠蓮婦 量
   (cln)(%)(cm2)(cm2){(%)(%)1(fm) A B (fm) A ・
 _一_、     -1__.____幽  ..一一.一__  __ ____1._     一   一 一 一一.    1_          -1._.__     ._. 、      一一 _         一     一       一一     ._.__

1°…12
12-14
14--16 騰 携  1;1」1妻1隠;558533雛 §.1°8.075.127§;韓薯1:1§1§.13.17.17§・ §携

漿薄 1:き§227284 曇:5糊 塁:慧㍉5.6.2.§284'197「§;141.127578§;1751727411°92°10.46437.898繊 1:菱萎

  2Q22:茎≡ま E  8:§与   347415      孚:♀1  }:§きi  茎:≡§ト  9.310.7;8   8:≡162?00[  9:茎§量   }57:§言§1  8:≡i窪91   8:§7088
  24--26 !  0.80   491      7.8   L59   2.00   14.Ol2   0.223   `).280  12,204   0。194   0.244

墾 三1引8翻 §:1}:訓1:85739.48619.77863411Q134.°026100.9801:17516.337i°.23°'°34223.6060.372025485.484;13361・葬1

  30-32 1  0,65   755     9,5!  L261  1.63  /6.4341  02071  0.2681 20.916   0.264   0,341

婆ll l鰻 」藩1擾11.251.151101.OE擁 騰 難1雛{1騰1難 妻 ゜.191U・3470.2270.245°.2330.43202790291
小
一計 一_一_一 一一一_.一 …..一.∵ 一一i-100.995⊥一」 二1981..1.81610972S-12741.576

  4°42ニー4244 0.490.47 }3204521}き:}10.990.94 1.231.18 菱9:910061 0.2Q70.245 8・2730812726器 呈18:276245 8:講

墾 劃1釜159°17351886 14.614.715.11111陸醐11綴1陽 巽1°.18829.°7°°.26213.°550.334182431.349114.309撫゜.32°°.1410.1881.300・

50--52 0.3912C43 h5.810.77 0.98h827210141:0.17gl 4.5810.035 0.045

52-54 ・・3822・6 ・6・81・ ・76・ ・95114:796・:・ ・21…41エ2・33・ …94・ ・U7

{§ヨ慧§ §:鶏 孫劉 }認 § 66§」§;§婁ほ鑓!ト騰§;§;糊1§;彗IS8§ §鞭  §;°4sO75130
小 計 

.  l   I g9・791i°723° ・91146・ °61°33°1° ・415

調8:3332-2922311719.720.1「00:67640.830.80']07.17923800:0680468:084058L。 蕊,0.069-o.os,

  64一緬6 1  0.31  3318     20.81  0.63   0.78   3.852   0.024   0.030    -.     一一      一一

鞠8:3U`35252129373922:70°0:62598:75"r34.°4.329.7§;§;1甕 § §:°3i--0328.68223519.5390.oo.i嘉i臨

合 計 i     「・…64引5・ ・66…6413・ ・175・ ・516・375

             (1) 各 裡 級 侮 、 毎 年2111nlノ 直径 猛長 ブナ ス モ ノ トシ テ計 算 セ リ。

             (2) A… … …材 積 生 長 率 ヲ漸 面 生 長 率 畠 等.シ トシ テ ノ計 算Q

                  B… ……(6)ノ 欄 推 定材 積 生長=_ヨ ル計 算 、 即材 積 生長 寧 ブ

                         直径 生 長 摩 ノ25倍 トシ テ ノ計 算 ナ リo
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                          黍佳  令封、 樹  i費三  昼皆   男rJ  樹  輯告  表

   附 第 十三表          (伐探地 ト天然林 トノ比較)

樹      伐 採 跡 地(材 徹 榊7°～8°%) 天  然  林

        樹高階 第嘔 内 嘔 第二匠内 D腫蓬 上 柿 第嘔 内

  種   (CI--) i霧鵡1薇蕗 需蕊 架姦1編鵡[藩翻1麟書蕃1架姦 講翻 需爵}霧講i栗菱を
          ・-10 5 一 ト  1 5 11 2 74 8 16 2 65

         10-20     9   14    4    5   11   19    4   54   19   27   11   29エ 

2・一一3・ 2・i27]3 4・527 7412836・434

         30-一一4」 2013116141171281112727381]213

         40-・一・50    38  1 43   31    4   25   35   11   14   32   45   18   16

  ソ      50-_ 60    28    33    17    4   28    57    11   25   39    48    3L   11

         60-一一一70    40    43    32    2   30    46    11   18   42    63    30    13
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第 七 圖

第 八 圖

第七岡 伐採後、根倒レ跡地eミ ごまつ稚樹獲生スル歌況

   大正六年度伐採(昭 和九年 卜月篤)

第八圖 rep:地 域 内ノ宮シ㌣疎1君」部分二、えぞい ちご、・Pなぎらん、

  いにのがりやず等侵入繁茂スル歌況

   大正六年度伐採(昭 和へ年九月爲)



 伐 探 後 二 於 ケ ル 残 存 木 ノ 直 径 生 長 朕 況

    圓板 ハ胸高部 トス (昭和七年八月爲)

圓 板 ノ 番 號  1(向 ッテ左) 2(向 ッテ右)

樹  種1一 ゾ … ド・ ・

籠 大正六年度・鯛 ・・8 16.・
(cm・ 昭 和 七 年 劇 ・0.2  22・・

  大正六年度(伐探)  100    136
樹 齢

  昭 和 七 年 度  115   151


